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瀟 灘

究極の翻訳方式の実現 に向けて
類推思考 の原理 に基づ く翻訳方式

           鳥取大学工学部知能情報工学科 池原 悟

1.は じめ に

   最近、計算機が大幅に安 くなったこと、インター

  ネットの発達によって、海外 との情報流通量が格段

  に増加 したことにより、機械翻訳システムへの需要

  が急増 し、すでに膨大な数の システムが使用される

  ようになりました。 しかし、日英両言語のように言

・  語族の異なる言語間の翻訳は難しく、依然 として満

  足できる品質を得るのは困難な状況です。従来の方

  式技術は、すでに限界に近いレベルに達 しいるとみ

  られ、今後はパラダイムシフトを伴 うような新技術

  の実現が期待 されています。このような現状に対 し

  て、人工知能の分野からは、 「言語を人間及び人間

  社会に深 く拘わる現象として根底から問い直すべ き

  だ」と言う指摘 もあ ります。

   私たちは、今まで意味解析型翻訳方式の研究を行

  ってきましたが、このたび、科学技術振興事業団の

  支援を頂いて、 「セマ ンティック ・タイポロジーに

  よる言語の等価的変換と生成技術」の研究を開始す

  ることになりました。この研究は、 「多段翻訳方式

   (ALT-J/E)」で提案 された 「構造的な意味の単位」

  の概念を意味類型論(セ マンティック ・タイポロジ

  ー)の 観点から発展 させるとともに、 「等価的類推

● 思考の原理」を言語に適用 したもので、究極の翻訳

  方式への接近をねらってお ります。

   本稿では、上記の意味解析型翻訳研究の達成点と

  問題点について触れたのち、原点に立ち返 り、新研

  究の目指す ところをご紹介 したいと思います。

2.意 味解析型翻訳研究の達成点

 機械翻訳で最大の問題は、言語の持つ表現 と意味

の豊かさに起因して、解析の過程で、多 くの文法的、

意味的曖昧 さが発生することです。この問題を解決

するため、すでに多くの試みが行われてきました。

 例えば、原文入力に先だって、曖昧性の発生を押

さえるようにするための 「前編集」や原文執筆の段

階で一定の制約に従って文章を書いてもらう 「制限

言語」の方法が提案 されましたが、機械翻訳の簡便

性や自然言語の自由度を損なう点が問題でした。

 また、解析の段階で曖昧性の発生を抑止、もしく

は解消する方法としては、用例翻訳、パターン翻訳、

知識ベース翻訳の方法などが提案されています。最

近では、音声処理での成功を受けて、隠れマルコフ

モデルを用いた統計翻訳の試みも行われています。

しか し、いずれの方式 も一長一短があ り、なかなか

満足する結果を得るに至っておりません。

 ところで、従来実現 された翻訳システムをみると、

いずれもトランスファー方式が基本 となっています。

この方式は、構文解析結果を用いて原言語の表現構

造を目的言語の構造に変換 し、その後、原言語に使

用 された語を目的言語の訳語に置 き換えることを基

本 としています。すなわち、文の構造は意味 と独立

に扱われ、文全体の意味は、個々の単語単位に翻訳

された後、合成されることから、この方式は、意味

の線形性 を仮定 した要素合成法(重 ね合わせの原

理)を 基本 とする方法だと言えます。

 自然言語は慣用表現の固まりだと言う翻訳家もお

られるくらいです。現実の言語表現では、意味の線

形性は保証されません。文を単語に分解する過程で

しば しば全体の意味が失われます。言語表現の意味

の非線形性は、言語の本質的な特徴でもあ り、要素

合成法の仮定は、従来の翻訳方式の最大の問題と言

うことができます。

 これに対 して、私たちは、すでに表現の構造と意

味の関係を考慮 した方法 として 「多段翻訳方式」を

提案 しました。この方式は言語間の発想の違いを吸

収することを狙っており、話者の概念化された認識

を表す 「客体的表現」 と概念化 されない感情や意志

を表す 「主体的表現」を別々に変換するパスを持っ

ています。客体的表現の翻訳では、動詞と名詞の結

合 した基本的な言語表現に対 して、構造的な意味の

単位を設け、表現構造の持つ意味を失わない ような

翻訳を試みてお り、要素合成法の限界に挑戦 した方
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法と言 うことができます。

 ところで、この方式を実現するには、対象認識の

形式に関する精密で膨大な規模の言語知識ベースを

開発する必要があります。そこで第1歩 として、単

文レベルの表現を対象に言語知識ベースを開発 しま

した。これは単語の意味的用法 を3,000種 の意味属

性 にまとめ、日本語動詞・111語 と名詞30万 語か ら

なる単文構造 とその意味を14,㎜ 種類の日英翻訳規

則 として記述したものです。

 この知識ベースを用いた翻訳実験では、 「IPAL

計算機用 日本語基本動詞辞書」の全例文約5,000文

に対して90%の 精度で訳語が正 しく決定されたこと

が報告されています。また、誤 りの原因の大半は、

形態素解析失敗など、方式上の問題ではないことか

ら見て、単文レベルでの意味解析の問題は、ほぼ解

決できる見通 しです。

 しかし、この方法は以下の問題を持 っております。

一つは、原言語の表現構造に対 して固定的に目的言

語の単一の表現構造が対応づけられているため、文

脈上、必ずしも適切な表現に訳出されるとは限らな

いことことです。 もう一つは、複文(埋 め込み節を

持つ文)や 重文(接 続構造を持つ文)レ ベルの非線

形性が扱えないことです。

 本研究では、これらの問題に挑戦 しようとしてい

るのですが、いずれも複雑で困難が予想されます。

そこで次章では、言語の本質を再考する立場から、

これらの問題にどのようにアプローチ しようとして

いるかを述べます。

3.言 語の個別性と表現の意味類型化

3.1 対象認識と言語の関係

 言語翻訳において問題となるのは表現 と内容の関

係ですが、言語によってこの関係は様々です。この

ような言語の違いはどこから生まれるのでしょうか。

(1)対 象認識と言語の個別性

 言語処理をやっていると忘れてしまいがちですが、

言語は、社会慣習の一つです。言語は話者の認識を

表現する手段であ り、認識は民族によって様々です。

それぞれの民族の有する自然観および社会観の違い

は慣習の違いを生み、言語の個別的な発展の基礎と

なっています。

 例えば、緑なす平原に住む民族では、自然との一

体性を基調とする多神教の自然観が生まれ、諸物の

中に調和 して存在する対象の姿を描写するような表

現や実体より属性をクローズアップするような表現

が発達 しやすいこと、また逆に、砂漠に住む民族で

は、人間と自然との戦いを基調 とする一神教の自然

観が生まれ、主体 と客体の区別を明確にし、それら

の関係を立体的に表すための表現が発達することが

指摘されています。語彙の発達の点でも、自然環境

による大 きな違いが知 られています。

 このような民族による自然観と社会構造の違いは

言語発生以前から営々と蓄積 され、世代から世代へ

と受け継がれており、それらの構造の上に発達 した

言語は、必然的に個別的とならざるを得 ません。

と・ろで、論 は、い。たん、それが社会慣習と●

して定着すると、対象認識の枠組みとしても使用 さ

れ、それを母国語 とする話者の対象認識の形成能力

を豊かにすると同時に、対象認識の制約条件 として

も働 くようになります。

 このように、異なった認識を表現する手段 として

成長 してきた言語は、再び、それを使用する人の認

識の制約条件 として働 きますから、認識は言語集団

において2重 の意味で個別的なものとな ります。

(2)対 象認識の共通性と言語表現の保守性

 前項の話 と矛盾するようですが、どの民族 も同じ

地球の重力の下で生活する人間です。異なる地域の

異なる環境であっても、最低限、衣食住によって生

活を営む存在ですから、異なる言語間においても、

対象の認識の仕方には、基本的な部分で多くの共通

点が存在 します。

・の謙 の共麗 は、民族が文化的な共灘 を●

持つほど大きくなります。例えば、漢字文化圏であ

る中国と日本とは同時に仏教文化圏でもあり、この

文化圏では、社会制度にも歴史的に近いものが存在

しました。また、近代以降、西洋科学技術が普遍化

し、異なる言語集団でも、物質的対象世界に対 して、

共通する認識を持つようになってきました。社会に

対する認識においても、文化的交流の進展によって、

言語間で共有する認識の範囲は増大 しています。

 ところで、このような言語間での対象認識の共通

化は、必ず しも言語間での表現構造の共通化を意味

しません。言語の表現構造は、文化交流による対象

認識の共通化に追随できるほど柔軟ではありません。

 言語は常 に矛盾を内包 した過渡的な存在で、時 と
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  共に変化 します。確かに、語彙 レベルでは、造語や

  外来語の導入によって、概念化 された新 しい認識を

  比較的容易に取 り込むことができます。しかし、表

  現構造の場合は、部分的な変更であっても多 くの場

  合、体系そのものに矛盾を発生させます。

   それは、言語が多次元的な対象の認識を一次元的

  な文字の列、または、空気の粗密波で表現せ ざるを

  得ないという宿命をもつからです。言語は、立体的

  構造を持 った対象認識を一次元的な文字列上に模写

  する方法として、それぞれ独 自の表現体系を発達 さ

  せてきました。そのため、そこに新しい概念に伴 う

  新しい表現構造 をそのまま輸入しようすると、せっ

  か く構築された枠組みに矛盾が生じてしまいます。

・   このように、時代と共に言語間で認識の共通化が

  進むのに対して、それを表すための表現構造は頑固

  で保守的です。これは機械翻訳方式を考える際の第

  1の 検討条件といえます。本研究では、後に述べる

  ように、この性質に着目して、共通的な概念を介 し

  た表現間の意味的対応付けの方法を考えます。

  3.2 言語表現の意味的非線形性

   ここで、言語の非線形性の話に戻 ります。言語は、

  他の自然現象や社会現象と同様、複雑系 としての特

  徴を持っています。

   その第1の 点は、自己組織化 された表現規則の存

  在です。言語規範が自然発生的な社会規範の一つで

  あると言うことは、それが人間同士の相互作用を介

  して自己組織化されたことを意味 します。現存する

  言語族問での表現構造の大きな違いは、発生段階で

  の小 さな違いから成長してきたものと考えられます

● が、・れも複雑系の鰍 の一つです.

   第2は 、すでに触れましたが、表現 と意味の関係

  の非線形性です。これは、言語が非平衡な開放系と

  して進化の途上にあることと関係しています。言語

  は、常 に既存の枠組みで表現できないような新 しい

  経験と認識にさらされています。そのような場合、

  比喩や類推の仕組みなどが使用されますが、同 じ比

  喩や類推の表現が繰 り返されると、それが慣習とな

  り、新 しい表現規則が成長 します。このような規則

  は、既存の枠組み と調和 しにくい場合が多いため、

  言語表現の意味的な非線形性は、拡大再生産される

  ことになります。

   このような表現の意味に関する非線形性は言語の

  本質で、これを扱 うための枠組みを考案することが

新 しい翻訳方式に課せ られた第2の 検討条件と言え

ます。本研究では、次節で述べるように、この問題

に対 して、非線形な表現を 「構造的な意味の単位」

として取 り出し、意味類型化する方法を考えます。

3.3 書語表現の 「意味類型」

 本節では、前節で示 した2つ の条件に適 した方式

を実現するための 「意味類型」なる概念について説

明します。

(1)言 語表現の形式 と意味類型

 各言語の語 によって表される概念は、単なる名辞

ではなく、母国語話者が対象を把握するための網の

目だと言われています。これに着目すると、翻訳は、

原言語の網の目(概 念)で 掬い取って表現 された話

者の認識 を目的言語の網の目で掬い直し、改めて表

現することだと言えます。

 従って、翻訳が可能であるためには、対象とする

言語間で網の目を共有するか、もしくは類似の網の

目が存在することが必要となります。網の目が共通

しない場合は、より低位の概念を組み合わせ ること

によって対象概念を説明することになります。たと

えば、民族固有の風俗、風習、 しきたりなどは、こ

れに相当 します。これらの説明を翻訳と言うかどう

かは人にもよると思いますが、ここでは翻訳不能と

し、翻訳の対象外 とします。

 ところで、網の目となる 「概念」は、 一般に、対

象を抽象化 して得 られるものです。特殊性 と普遍性

の統一体 として、それ以上分割できない認識の単位

だと言われています。 しかし、その内部は必ず しも

単純ではなく、様 々な構造を持つことがわかります。

 例えば、言語表現において、 「山」や 「川」のよ

うな実体概念は、そのまま、それを表象する単語に

対応づけられるのに対 して、 「因果関係」のような

関係概念は、原因と結果になる事象の関係が様々な

形式 を持 った表現に対応づけられます。 また、 「比

較」の概念では、 「誰が」、「何を」、「何 と」、「どん

な点で」比較するかなどの要素がそれぞれの言語の

表現に対応づけられます。

 自然言語において、このような概念の表現に使用

される形式は多彩です。どの言語にも多数の形式が

あ り、認識の微妙な違いによってそれを使い分けて

います。そこで以下では、概念を対応づけるための

表現の形式を有田潤に習って、 「意味類型」と呼ぶ

ことにします。
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 有田は、 「意味類型は具体的言語表現の一段奥に

ある思考形式のごときものであるが、その性質上各

自の母語をもってこれを考え理解 し、また整理する

ことができる」 とし、さらに次のように言っていま

す。

 「もし諸言語に共通のものがあって、それを取

 り出すのが普遍的な言語理論の仕事であるとす

 るなら、意味類型の考えかたこそ(名 称はこれ

 でなくてもよい)そ の可能性を開く唯一のもの

 であろうと思う」。「自動翻訳機がもし本当に自

 然言語を翻訳 しうるようになれば、その原理 も

 おそらくここに求められるに違いない。」

(2)非 線形な表現要素 としての意味類型

 「意味類型」は、言語表現をその表す概念を変え

ない範囲で抽象化 したものです。言語表現から、線

形要素(置 き換え可能な要素)を 捨て、非線形な部

分を取 り出 したものと見ることができます。ここで

は、文法的、意味的な制約付きの変数と字面からな

るパターンで記述することにします。 「意味類型パ

ターン」のもっとも典型的な例は慣用表現です。た

だし、慣用表現では、部分的な語句を置き換えた場

合でも表される概念は変わってしまうため、表現全

体をそのまま 「意味類型パターン」とする必要があ

ります。

 ところで、このような 「意味類型」は言語に個別

的です。日本語には日本語の 「意味類型」があり、

英語には、英語の 「意味類型」が存在しますが、こ

れも言語規範 と言えます。一般に、表現は無限に存

在 しますが、人間の記憶能力からみて、それを生成

するための言語規範の数は有限と考えられますから、

「意味類型」の数も有限と考えられます。一般に、

異なる言語間の個別的で多様な表現を意味的に対応

づけることは、工学的に困難 と考えられますが、有

限の数の 「意味類型」を対応づけることは、可能性

があると期待されます。

4.言 語表現の意味的等価変換方式

 前章では、言語表現の意味類型化に至る考え方に

ついて述べ ました。本章では、 「等価的類推思考の

原理」を応用 した 「言語の意味的等価変換」の概要

について説明 します。

4.1 意味的等価変換方式の原理

(1)等 価的類推思考の原理

 かって、人工知能の分野では、人間の知能の本質

は、汎用的な思考規則 とそれを用いた推論能力にあ

ると考えられていましたが、1980年 代以降、類推能

力の役割が注 目されるようになってきました。類推

は、あるものを他の似たものに例えることによって

思考する形式を持ちます。一般的な規則を用いない

点に特徴があり、 「覚える」、「思い出す」、「一般化

する」、「特殊化する」等の機能が有機的に結合 した

ものだと言われてお ります。

 ところで、市川亀久彌は、 「独創的研究」の中で、

「奪騰 灘 麟 灘 難 脅烈圭ゐ
創 造 的 問 題 解 決 プ ロセ スの モ デ ル と言 え る もの で 、

式(1)に 示 す よ うに、 「異 な る系 で の 異 な る現 象 が 、

あ る一 定 の 条 件Cの 下 で共 通 点 εを持 つ こ と」 を前

提 と して い ます 。

C(A。 皇Bβ) (1)

但 し、 「C」 は 条 件 、 「ε」 は 共 通 見 地 、 「A。」

は 系 α上 の 事 象A。 、 「Bβ」 系 β上 の 事 象Bβ を

表 し ます 。

 こ こで 、 類 推 とは 、 あ る系 α上 の 事 象A、(ソ ー

ス)が 与 え られ た と き、 条件Cの 下 で εな る共通 性

を持 っ た事 象 系 β上 の 事 象Bβ(タ ー ゲ ッ ト)を 思

い浮 かべ る こ とで す。

 と ころ で 、 翻訳 で は 、原 言語 の表 現 の 意味 を理 解

・たら・それを表すのに適 した目的言語の表現を思●

い浮 かべ 、 もっ と も適 切 な表 現 を選 ぶ こ とが行 わ れ

ます か ら、 翻 訳 も類 推 で あ り、 式(1)を 前 提 と して

い る こ とが 分 か ります 。

 式(1)を 言 語 に適 用 した場 合 、 その 意 味 は以 下の 通

り と な り ます 。 す な わ ち、A。 、 Bβ を 言 語 α上 の

表 現 、 言 語 β上 の 表 現 と し、 条 件Cに よ っ て 、そ れ

らの 持 つ 意 味 に着 目す る と、 両 表 現 間 に同 一 な、 も

し くは類 似 な意 味 εが 存 在 す る こ とで す 。 言 い換 え

れ ば 、 言 語 α上 の 表 現A。 が 言 語 βの 表 現Bβ に 翻

訳 で き る には 、 言 語 βの 表 現 の 中 に、 同 じ εの 概 念

を 表 す よ うな 表 現Bβ が 存 在 しな け れ ば な ら な い こ

とに な ります 。 これ は 、 異 な る 言 語 間 で の 翻 訳 が 成

り立 つ た め の 条 件 で 、 前 章 で 述べ た 考 え と同 じで す 。
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(2)意 味的等価変換方式の原理

 すでに述べたように、異なる言語間で、無限大の

数 と言える表現を直接、意味的に対応づけることは

工学的に無理です。そこで、これを有限の数の対応

関係に縮退 させる方法 として、前章で定義 した 「意

味類型」を使用 します。本方式の原理を式(2)に示 し

ます。

A。 ⇒C(A。)⇒ ε⇒C(Bβ)⇒Bβ (2)

  式中の 「⇒」は写像、 「ε」は 「論理的意味範疇」

  すなわち、 「概念(真 理項)」の集合、 「C」 は言語

  表現を意味類型化するための関数を表 します。

・   α≠βの場合は翻訳方式 となり、α=β の場合は

  同一言語内での言い換え方式 となります。 また、こ

  の式は 「意味類型」間での変換、すなわち言語表現

  の非線形部分の変換を示していますが、線形な言語

  表現への適用することも何 ら差 し支えありません。

   処理ブロック図を図1に 示します。図1で は、非

  線形な言語の表現構造 を対象とした 「意味類型知識

  ベース」のよる変換パスと併せて、従来の語彙変換

と同様の方法による線形要素(代 入可能な要素とし

て変数で表現 される)の 変換のパスを示 しました。

(3)「意味類型」 と 「論理的意味範暗」について

 上記の等価変換方式で、異なる言語の「意味類型」

の写像を媒介するのは 「論理的意味範疇」の仕組み

です。 「論理的意味範疇」は、それぞれの 「意味類

型」によって表現 される 「概念」の集合です、,・つ

の 「意味類型」が複数の個別的な概念を組み合わせ

た複合的な概念に対応する場合もありますので、こ

こでは、概念の真偽値によって複合的な概念を表現

することを考えて、個 々の概念を 「真理項」 と呼び

ます。

 例を図2に 示します。この図は、 「比較」の概念

を表す意味類型パターンの一部を示したもので、真

理項は3段 階に階層化されています。意味類型パタ
ーン間の写像では、このような原言語と目的f;語 の

「意味類型」を収録 した 「意味類型知識ベース」を

使用 します。

4.2 意味類型間の写像の方法

(1)言 語間のバターンの対応関係

 原言語の 「意味類型パターン」とそれに意味的に

「意味類型知識ベー ス」による非線形要素の変換

原言語n, 解析

原言語の

意味類型の

 検索

論 理 的 意味 範疇

(真 理 項fの 集 合)

ノ＼61)支t応づ;ナ

目的言語の

意味類型の

 発 見

生成 目白勺言言吾Blr

線形要素の変換

図1.言 語の等価変換方式の構成

 日本 語意 味類 型 ハ日ターンC(A。)〈 注 〉#

 Xlは 、 X2がX3す る よ うX4す る且

 Xlは 、 X2が 大 変X3な の でX4で き な いz

 XIはX2がX3す る とい け な い の でX4す る3

 X1はX2す る とい け な い の でX3し た4

 XlはX2し な い よ うX3し た5

 も しX豊 がX2し た ら、 X3はX4す る6

 ×1がX2し た らX3はX4し た7

 X1がX2し た と きX3はX4し た8

 XlがX2す る な らX3はX4し て も よい9

 X且 はX2な の でX3だ0

論理的意味範疇に

よる等価変換機構

真理項f

(意味類型名)

の集合

〈集合演算 〉

〈真理項 〉

 英 語 意 味 類 型ハ.g一ンC(B.)〈 注〉#

 XI X4 so that X2×31

 X2 is so X3 that Xl cannot X4z

 XI X4 for fear that X2×33

 XIX3nottoX24

 XIisX3forXIisX25

 X3×4 in the case XIX26

 When XI X2, X3×47

 1fXlX2,X3×48

 1fXIX2,X3mayX49

0 X3 may X40rovided that XI X2

〈注〉「意味類型パ ター ン」は、文法属性、

 単語意味属性、字面 を用いた正規

 表現によって記述す る

図2.「 真理項 」を用 いた 「意味類型」

  間の意味的等価変換の仕組 み

〈 レベル1>

比較

 〈 レベル2>

同一.比 喩,同 関係,同

級.添 加,同 様,以 上 以

下,換 言.比較級.対 比,

倍数,相 違.割合.択 一,

最 上級.複 数

       〈レベル3>

漠然.一 般,く どい,重 々 しい,反 事実.限 度.所 属,原 因,譲歩.性 質.継 統,

推 量,感慨,関 連,嗜 好.状 況,状 態,引 用(説 明).対句 的.代 替.定 義づ け,

適正(忠 告,禁 止,勧 誘.命 令),伝 聞.転 換,結 果,決 定,限定,使 役.事 実.時

点.自 動 的.主魑.十 分,同 時,判 明.反 復(習 慣),比 例.頻 度.不 定.付 帯状

況,並 列,意 志,可 能 性,可 能,受 身.関 係,許 可,え ん曲.試 行,選 択.能 力,

量.条 件,応 答,過 去.継 続,概 数,起 点.完 了.疑 問.逆 接,経 過経 験.断 定,

割 合,軽視、家庭、感 嘆,期 待,必 要,や わらげ,目的,外 見,否定,肯 定
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対応する目的言語の 「意味類型パターン」は、あら

かじめ両言語に共通の 「論理的意味範疇」の 「真理

項」毎に集められ、グループ化 されます。これによ

って、両言語の 「意味類型パターン」は、意味的に

同等なグループ毎に対応づけられます。但 し、複合

的な概念に対応する 「意味類型パターン」は、必要

に応 じて複数のグループのメンバーとします。

 以上により、翻訳では、原文解析によって得られ

た原言語の 「意味類型パターン」に対応する複数個

の目的言語のパターンの中から、最も適切なパター

ンが選択されます。次 に、その方法を述べます。

(2)静 的選択と動的選択

 最適なパターンは原則として動的に選択 します。

そのため、意味類型知識データベースには、パター

ンを選択するための文脈上の条件を記載 し、翻訳実

行時に得られた情報によって、適切なパターンが選

択で きるようにします。しかし、動的に決定できな

い時は、あらか じめ決定しておいたデフォール トパ

ターンを選択 します。

 動的選択で使用する情報は以下のようなものです。

 ①文内情報:副 詞により補足 された意味、形容詞

  修飾による名詞の意味制約など、パターン要素

  に含まれない文要素の情報や疑問文、命令文、

  否定文、受動態文など文型に関する情報

 ②文間情報:文 脈による代名詞の意味や接続詞で

  結合 された文の情報など

 ③文外情報:フ ォーマル/イ ンフォーマルの区別、

  書き言葉、話 し言葉の区別、場面情報など

 これらの情報は、従来の機械翻訳でゼロ代名詞の

補完処理で使用されている情報とほぼ同様です。

4.3 複文 ・重文翻訳への適用例

 日英機械翻訳では、 「日本語語彙大系」を用いる

ことにより、単文 レベルでの訳文品質は大幅に向上

してきたのに対 して、複文と重文の翻訳精度の向上

は、緊急の課題です。そこで、本方式を複文と重文

の翻訳に適用する例を図3に 示 します。

 図3で は、入力された日本文は、非線形要素を取

り出すため、 「意味類型パター ン辞書」と照合され、

文中で使用 された 「意味類型パ ターン」が抽出され

ます。その際、パター ンに使用 された変数に対応す

る日本文中の表現(「単語」、「句」、「節」)は線形要素

リス トとして保存されます。

 次に、得られたパターンは、 「論理的意味範疇」

による等価変換機構を通 じて英語の 「意味類型パ タ

ーン」に写像 されます。最後に、英語の 「意味類型

パ ターン」から英文が生成 されます。このとき、線

形要素リス トに保存 されていた日本語表現は、既存

の翻訳機構によって翻訳 され、英語 「意味類型パタ

ーン」の該当する変数の値 として使用 されます。な

お、複数の意味類型パターンを組み合わせた表現の

場合は、より大きな構造から順に、本方式が繰 り返

し適用されます。

日本語

解析

「意味類型」を使用 した等価変換

意味類型

知識 べ一ス

複文 ・重文変換の変換

英語

生成

単文変換 語彙変換

日本 語

語彙大系

日英

対照辞書

図3.言 語の意味的等価変換 システム

5. 新方式の特徴と限界

5.1 新方式の特徴と有効性

(1)意 味処理基本方式としての意義

 従来、 「計算機が、与えられた表現の意味 を理解

・たかどうか」を検証す・方法 として、 「意味を・変●

えないで言い換えができるか」、もしくは、 「与えら

れた複数表現の意味的同等性が判断できるか」のテ

ス トを用いる方法が考えられています。

 これに対して、異なる言語間の翻訳機能と同一言

語内での言い換え機能の実現を目指 した本方式は、

まさに、これらの質問に答えるためのものですから

意味処理の基本技術 といえます。

(2)柔 軟で適切な翻訳の可能性

 厳密に言って、100%正 確な翻訳は存在 しません。

翻訳は近似であ り。近似精度をいかに上げるかが問

題です。この点から見ると、本方式は、原言語と目

的言語の概念把握の共通性の程度 に応 じた近似度で

の翻訳を可能としています。
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   ところで、一般に、原言語の意味に相当する意味

  を持つ目的言語の表現は複数存在 します。従来の翻

  訳方式では、同一の表現は同一の変換パスを通 り、

  同一の翻訳結果を生成するのが基本で したが、本方

  式は、目的言語の 「意味類型」の中から、文脈に応

  じて適切な表現形式を選択することを基本としてお

  り、柔軟な翻訳方式 と言えます。

  (3)従 来の翻訳方式との違い

   従来の トランスファー方式が、言語表現の意味の

  線形性を仮定 した方法を基本 としているのに対 して、

  本方式は、意味的に非線形な表現の形式を 「意味類

  型」 として抽出 し、それを目的言語に対応づける

  (Mappingで あ り、Transferで はない)こ とを基本

・  としています。すなわち、要素合成法の限界に挑戦

  しています。

   また、本方式は、言語間に 「論理的意味範疇」を

  設ける点で、一一見 して、従来のインターリンガ方式

  と類似 しています。しか し、インターリンガ方式で

  は、言語共通の意味を表現するためのピボットを設

  け、原言語表現の意味のすべてをピボットを介して

  目的言語に翻訳 しようとしていたのに対 して、本方

  式の 「論理的意味範疇」は、類型化 された概念レベ

  ルで両言語の表現構造を対応づけるためのものであ

  り、表現の持つ詳細な情報を変換するためのパスは

  別に存在します。

  5.2 新方式の限界について

   本方式は、原理的に 「意味類型」 と 「類推思考」

  の考えから成 り立っています。単純 に言えば、翻訳

  は、原言語の表現と目的言語の表現 を意味的に対応

●  づけることです。 しか し、計算機の場合、原言語、

  目的言語共に無限に存在する表現を意味的に対応づ

  けるのは工学的に困難です。そこで、本方式では、

  言語表現を意味類型化することによって、無限の対

  象を有限な領域に持ち込むことと、類推原理によっ

  て意味類型間の対応づけることで工学的な解決を図

  っています。

   このような工学的調和の方法には必然的に限界が

  生じます。本方式の場合、あらかじめ言語表現に使

  用される対象認識の形式を網羅的に収集 し体系化す

  ることが必要です。従って、適用対象は言語規範に

  直接媒介された表現、すなわち 「直接的言語表現」

  に限定されます。比喩(直 喩を除 く)な どの間接的

  な言語表現への適用はできません。

 こ の点 か らみ る と、 ま だ究 極 の 翻 訳 方 式 だ と言 う

わ け に は い き ませ ん が 、比 喩 理 解 の 問 題 も、 「類 推

思 考 」 考 え が手 が か り とな りそ うです 。 す なわ ち、

比 喩 が認 知 され る枠 組 み は 、 「例 え る もの 」、 「例 え

られ る もの」、 「例 え の根 拠 」 の3つ の 基本 要 素 か ら

構 成 され ます が 、 これ らの 要 素 の 間 に は 、 「類 推 思

考 の前 提 」 と して4章 で 示 した(1)式 と同 じ関係 が 成

り立 ち ま す 。 こ の場 合 、比 喩 理解 は 、 与え られ た 同

一 言 語 の 表 現A
、とBβ に対 して 、共 通 見 地 εを求

め る 問題 とな り ます 。

 本方 式 で使 用 す る 「意 味 類 型 知 識 ベ ー ス」 は 、 表

現 と意 味 に 関 す る 言 語 規 範 を体 系 化 した もの で あ る

の に対 して 、 比 喩 理 解 で は 、 表 現 対 象 そ の もの に 関

す る 世 界 知 識 を必 要 と します 。 しか し、比 喩 で使 用

され る 世 界 知 識 は 比 較 的 限 定 され た もの か も しれ ま

せ ん 。 い ず れ に して も、そ こ まで で き る よ う にな っ

た ら 究 極 の 翻 訳 方 式 と言 っ て よい の で は ない で し

ょうか 。 本 稿 で は 、 こ の研 究 が 、そ の 一一歩 と な る こ

とを期 待 して 、題 名 を つ け ま した。

6.む す び

 「言語の意味的等価変換方式」について紹介しま

した。この方式は、数学的に見れば、言語表現の非

線形領域 を分解不能部分として抽出し、単位化する

ことによって全体を線形近似に持ち込むもので、「局

所的写像 を介 して大局写像を得る方法」とnえ ます。

また、目的言語の複数の表現構造の中から、原言語

の表現の意味を表すのに最 も適 した表現構造を類推

し、その構造を使った訳文を作成 しようとする点で

は、人間の翻訳の過程 をシミュレー トした方法です。

 この方式の基礎 となる 「意味類型」と「類推思考」

のアイディアは、起源の古いものですが、いずれも、

自然言語処理では忘れられていました。従って、本

方式は、忘れ去られていた思想と原理に光を当て、

新 しい方式技術としてよみがえらせ ようとするもの

で、機械翻訳の分野でのルネッサンスを目指 したも

のと言えるか もしれません。

 いずれにしても、この方式は、まだアイデ ィアの

段階です。実現する過程では、多くの難問が予想さ

れ、実際に実現可能かどうかは、これからの課題で

す。みなさんの知恵や経験を教えて頂 き、是非、実

現性を確認 したいものです。
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MT at Leeds University, UK

Tonv Hartle

  The use of language technologies to support professional linguists at work is the
focal interest of the Centre for Translation Studies at Leeds University in England.

Its activities cover both translation and conference interpreting, the two areas in

which it offers distinctive Masters programmes. Within this broader setting, there

is a particular interest in the evaluation of MT systems from the perspective of the

user.

  Leeds acknowledged the need to train today's translators in the use and
evaluation of translation software by establishing, in 1996, the MA Applied

Translation Studies(MARTS). It attracts students from Japan and China, as well

as the Middle East, continental Europe and UK. In 2001,the Centre launched the

MA Interpreting and Translation Studies(MAITS)to cater to interpreting

trainees from a similar range of geographical origins. The principal languages

covered by these two Masters programmes are:Arabic, Chinese, French, German,

Greek, Italian, Japanese, Portuguese, Russian and Spanish. The students

probably represent the largest and--linguistically--the most diverse group of
trainee translators and interpreters in UK.

  The Centre has a dedicated IT laboratory with a wide range of industry-
standard translation software, and a state-of--the-art facility for conference

interpreting equipped with double and single booths.

MT in the Masters programmes

  Amodule in Machine Translation is available for students on both of the
Masters programmes. Its goal is to enable them to evaluate the potential and

limitations of MT through hands-on use of one or more commercial systems. The

intention is that students acquire the knowledge needed for taking strategic

decisions in a corporate environment about whether or how to use MT to assist

with the gathering and dissemination of information. The module aims, therefore,

to produce informed users rather than system developers. It does this through a

mixture of seminars and laboratory sessions. Students are assessed on the basis of

apractical project.

  Some time is spent on understanding the challenges of Natural Language
Processing in general and MT in particular. But students devote most of their

efforts to creating and testing dictionaries for specific domains, and to conducting

various evaluations of output quality. Since the details of dictionary creation may

vary considerably from one system to another, students can observe directly the

costs and benefits of relatively rich and relatively poor lexical representations. The

evaluation of output quality may also take a comparative approach. The most
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obvious object of the comparison is the MT systems, but it may equally be the

evaluation techniques themselves. Students explore a range of techniques

employed in exercises conducted by DARPA, JEIDA and others.

  The MT applications available to students are those produced by Sail Labs,
Sharp, Softissimo and Systran.

Masters programmes:overview

  Most of the students who enter the course have obtained their first degree in
foreign languages, but some have qualifications in other disciplines, such as law.

Having expertise in some subject domain as well as in languages is a considerable

advantage for professional linguists, so such applicants are encouraged. Many

entrants have some experience of working after graduating with their first degree.

  The compulsory core modules common to both programmes consist primarily of
translation between English and the student's other languages),with regular

contributions from staff of EU institutions. Seminars on translation methods are

designed to provide the conceptual tools of the trade. Short pre-sessional courses

are offered in writing academic English and in achieving baseline skills in the use

of the multilingual IT facilities.

  Optional modules are available in Film Translation, a field of significant and
rapid future growth, in several areas of Linguistics and in various other languages.

  Those specialising in Conference Interpreting(MAITS)follow an intensive

programme staffed largely by practitioners, including members of AIIC and staff
interpreters from the UN and the European Commission.

Students whose first language is not English take a module targetting the high

level of proficiency in public speaking expected of conference interpreters.

Those specialising in Applied Translation(MARTS)have a comprehensive

introduction to computer-assisted translation tools(see below).They also follow a

module in Technical Communication for Translators, in which they acquire the

document design skills that are essential to practising translators, who must often

improve on badly-written originals. For a selected software application, students

design, test and revise(in English)user documentation and on-line help, using the

dotCHM authoring environment for the latter.

  All students devote the Summer to preparing a Masters Project, which may
consist of a Dissertation on some aspect of translation or interpreting, or of two

Extended Translations in different subject areas, with an accompanying critical

commentary.

Computer-assisted translation

  The Computer Tools for Translators module introduces MARTS students to an
exceptionally wide array of applications. Rather than training them in the use of a

single tool, the module aims to give them a critical overview of respective

functionalities, strengths and weaknesses. It does this through a series of linked

projects on which students work in multilingual groups, confronting all members
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with the different challenges posed by, for example, Arabic, Chinese, Japanese

and Russian character sets. They create translation memories and glossaries in

one application, subsequently re-using them within others. Proj ects include both

document translation and software localisation. Project management issues are

addressed explicitly, and groups use the LTC Organiser application to schedule

and monitor their tasks and resources.

  The software tools currently in use are:Alchemy Catalyst, Deja Vu, Passolo,
STAR Transit, IBM Translation Manager, Trados Translator's Workbench,

Wordfast.

MT Research

  Research activities are lead by Professor Tony Hartley, Director of the Centre. A
number of projects are in progress. One, in collaboration with EPFL Lausanne,

has made promising advances towards automatically ranking different MT

systems in an ordering that is consistent with rankings based on human

judgments. The first results, based on data from the 1994 DARPA MT evaluation
exercise for French-English, appeared at MT Summit VIII. Further results, based

on data from a new MT system and new human evaluations, will be presented at

LREC 2002. The English output texts are scored according to features of the

structural dependencies identified by Xerox's XELDA shallow parser. These

features appear to be reliable and robust predictors, independent of the particular

systems and subject domain. New experiments are planned to compare this

research with recent work by IBM, and to conduct additional experiments on a

large corpus of new source data, including fresh human evaluations.

  Leeds is also working with the New Technologies Unit of the Joint Interpreting
and Conference Service of the European Commission to study the impact of

various technologies on interpreters at work. As the Commission attempts to

support real-time spoken debate between European citizens and European

institutions, so the project aims to establish how configurations of video-

conferencing, simultaneous interpreting, chuchotage, sight interpreting and MT

can best attain this objective. MT, on-line dictionaries and other web-based

resources are becoming available in the interpreting booth, yet there is no clear

understanding of their impact on the interpreters'other tasks.

  Scheduled projects include:an investigation into the impact of MT output on
Information Extraction performance(joint work with Professor Yorick Wilks,

Sheffield);astudy of the perceived usefulness of Japanese-English MT in the UK

academic-scientific community;and a contrastive analysis of selected genres of

Chinese and English.

  The Centre for Translation Studies is happy to discuss possible collaborative

projects in MT design or evaluation with interested research groups. It is also
happy to discuss with developers and vendors of software tools for translators how

it might be able to bring their products to the attention of its current and future

students.
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Email cts@leeds.ac.uk

Web http://leeds.ac.uk/cts
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Toward a Science of Machine Translating

               Francis Bond

  NTT Machine Translation Research Group
  NTT Communication Science Laboratories
Nippon Telegraph and Telephone Corporation
        bond@cslab.kecl.ntt.co.jp

1 Introduction

Despite decades of research, the quality of machine translation still does not

reach the level of good human translations. Much recent research has focused
on the automatic acquisition of lexical knowledge or transfer rules, while com-
mercial development has concentrated on the important but non-core issues of
integrating MT into DTP formats and HTML(Schutz,2001). However, there is
still an unmet need to improve the quality of machine translation itself.

   Kay et al.(1994, p 200), in an early study ofVerbmobil, strongly recommend
that the methods of professional translators are studied as part of research
into machine translation. Despite these recommendations, there has been sur-

prisingly little attention paid by the machine translation community to how
humans achieve high-quality results. In this paper, I suggest several ways to
improve the quality of machine translation, based on the best practices of hu-
man translators, as described in Nida's,(1964)Toward a Science of Translating.
Icall this approach Multi-Pass Machine Translation(MPMT), as it crucially
relies on processing the text more than once. It is similar to the opportunistic
approach of Gdaniec(1999)in that it sets out to use any means at hand, adding
to or changing them as necessary. The resulting approach integrates much
recent research into a single system.

2 Toward a Science of Machine Translation

Nida(1964,246-247)sets out the following nine steps to be employed by a
competent translator(with some steps omissible):

1.Reading over the entire document

2.Obtaining background information

3.Comparing existing translations of the text[if they exist]

4.Making a first draft of sufficiently comprehensible units

5.Revising the first draft after a short lapse of time

6.Reading aloud for style and rhythm
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7.Studying the reactions of receptors by the reading of the text by another

  person[omissible]

8.Submitting a translation to the scrutiny of other competent translators

  [omissible]

9.Revising the text for publication

  There is no question thatmachines operate in different ways from humans:

an airplane, for example, does not fly in the same way as a bird. Nevertheless,

translation is a task of manipulating texts written by humans for humans;

therefore there is value in examining how humans approach the task(see Kay

et al.(1994, pp 200-202)for further discussion).

   In the following nine subsections, I will suggest how most of Nida's steps

for human translators can be adopted by an MT system. I will concentrate

on the translation of texts;interpretation is a differentproblem which reduires

different solutions. I will then combine them to produce a multi-pass machine

translation system(§3)・

2.1 Reading over the entire document

Before translation, a system should parse the entire document, in order to do

the following things:

・Identify the source language(possibly per segment)

・Identify the domain

・Identify terms and named entities

  Knowledge of the source language is an obvious prerequisite for machine
translation, as it enables the system to select the appropriate grammar and
lexicons. In many settings, this knowledge can be assumed, but the language
is not normally identified on the web. Another problem that requires language
identification is the reasonably common practice of interspersing text with text
of one or more different languages.

   Knowledge of domains hasbeen shown to improve the quality of translation
in at least two studies. Yoshimoto et al.(1997)using 41 hierarchically organized
domains(which they call Subject Areas)marked on 9,000 words, were able to
improve the translations of 12%of the badly translated nouns(383). Lange&
Yang(1999)used 77 Domains(TERMinology CATegories)and 30 Topical Glos-
saries. In a firstpass through they chose twoappropriate domains(the domains

with the greatest number of domain-tagged words). With these domains set,
there were changes in O-40%of translations, and the majority of the changes
were improvements.

   Identification of terms and named entries are both robust research fields in
their own right. It is important for a translator to identify them, so that they

can ensure they have the correct translations for that domain, as discussed in
the next section.

一13一



2.2 0btaining background information

Once the domain is known, and lists of terms and named entities have been

produced, the system must try and find appropriate translations. This is of-
ten the most time-consuming task for human translators, especially for new

domains and unknown proper nouns.

   Identifying unknown proper nouns has been shown to give a 20.8%im-
provement in duality of translation of proper nouns(Yoshimoto et al.,1997).
Knowing whether something is a proper noun is crucial to both the analysis of
the text and the selection of the translation. Further, Kim et al.(2001)showed
that creating a user dictionary of unknown words in a first pass, increased the
accuracy of the morphological analysis for Korean in a second pass by 2.26%.
   Translations of unknown words can be extracted from unaligned corpora
(Tanaka&Matsuo,1999), or from the world wide web(Grefenstette,1999).
Pinkham&Smets(2002)claimed that, if you could learn a transfer database
by training on domain corpora then the only non-domain specific system dic-
tionary needed was a small system dictionary of function words. In fact, their
results showed that, while you could get comparable results without a gen-
eral purpose system dictionary, using a wide-coverage system dictionary did
improve quality slightly. Even so, the fact that a domain-specific induced dic-
tionary was almost able to replace a general dictionary shows just how useful
it is to learn domain-specific translations.
   Systems that use stochastic models of source and target text, such as n-
grams, or rankings for choosing translations and variations, should retrain on,
or adapt to text of similar domains for their language models.

2.3 Comparing existing translations

One proof of the utility of comparing with existing translations is the well-
attested benefits of the use of translation memories(Planas,1999). Their value
is so widely known that there is little need to say more. If existing translations
are available they can also be used to extract rules(Yamada et al.,1995), or

provide data for example-based machine translation. Further, a translation
can help to guide a system's understanding of the source text by adding extra
constraints on its parse, in the same way that a human may look to a translation
to clarify the meaning of a section they find hard to understand. Wu(1997)
shows a way of exploiting a translation to parse a text using an inversion
transduction grammar.

2.4Making a first draft

The actual translation process itself should use a good rule-based system with

the correct domain dictionaries and unknown words and their translations

identified and put into a user dictionary, possibly combined with a translation

memory to translate previously encountered text. This creates the first draft.

2.5 Revising the first draft

There have been some suggestions to check for deceptive cognates(lsabelle
et al.,1993), or omissions in translation(Russell,1999), and to choose articles
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(Chander,1998). At present, these techniques are not yet so useful in practice,

probably because the revision systems are not able to consider the meaning
of the text. Naruedomkul&Cercone(1997)suggested an MT architecture

that would first translate and then revise poor translations but they did not
implement the revision part of the system.

  One task that could be considered a revision is the addition of translator's
footnotes or notes. Whether they are appropriate or not depends on the target
audience. A translator's note is useful if a word without a good translation

equivalent, but with a known definition, appears several times. In this case it
should be glossed with a definition(the note)the first time and then transliter-

ated in subsequent uses(possible in a different font). For example:

There were severalaknh(a kind ofturtle)lying on the beach....The
next morning, I was awakened by an akah falling on to my sleeping
bag.

  It is also common for named entities to be introduced by an explanation in
some reporting. For example, in non-Japanese English-language newspapers,
NTT is often introduced with an explanation such as NTT, Japan's dominant
telephone company,....This is not necessary in a Japanese text, as everyone pre-

sumably knows thatNTT is Japan'sdominant telephone company, butbecomes
necessary in translation. It would be useful to add such notes either during the
translation, as part of an initial revision, or as part of the final revision before

publishing.

2.6 Reading aloud for style and rhythm

The style and rhythm of a text are analogous to its probability:if it sounds
natural then it should be a likely sentence, and if it is an unlikely sentence it
should sound unnatural. I take this step to suggest a translation model which

generates all possible variations(translations with almost identical semantic
restrictions)and chooses the best one based on a target language model. This
is similar to the system proposed by Knight et al.(1994), who use n-grams as
the target model.

2.7 Studying the reactions of other receptors

In order to decide which parts of the translation are of high quality, the text
should be parsed by a target language parser, and scored in some way. Bernth

(1999)has shown that a confidence index is useful when presenting text to
end users, and suggested a score based on the translation process. This is a

good idea, but requires detailed knowledge of the transfer process. A simple
monolingual metric measured on the target text is more robust.

2.8 Submitting a translation to other translators'scrutiny

By using a confidence measure on the output text, it is possible to rank the
outputs of more than one translation system. Callison-Burch&Flournoy(2001)

trained a trigram language model on 2,000,000 words of English and used it
to choose among the outputs of four Japanese-English systems. This gave an
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overall quality of 74%compared to 70%,58%,40%and 27%for the individual

systentis. Choosing between two French-English systems gave even better

results:84%compared to 76%and 56%. From this we can see that it is well

worth consulting other translators, should you have access to them.

2.9 Revising the text for publication

Finally, to prepare the text for publication, it is important to restore any markup.
To do this the system must keep a record of source text equivalences and tags,
as well as any text-style tags.

   Markup itself may need to be translated. For example, Japanese text tra-
ditionally has no bold or italic variants, so emphasis would be provided by

putting small dots next to the characters(called boten). These should be con-
verted to underlining or a different font in translation.

3 Multi-Pass Machine Translation

In this section I will describe two versions of a the Multi-Pass Machine Trans-

lation system. The first is a single engine system, the second is a multi-engine

system, that is, a system that combines the outputs ofmore than one system.

3.1Single Engine Multi-Pass Machine Translation System

The basis of a single engine Multi-Pass Machine Translation system is a se-
mantic transfer system.'The text is analysed with a rule-based parser, and the
best parse chosen using a stochastically trained source language model. The
output should be a semantic representation that is as language independent as

possible. In practice, a full semantic analysis is an AI complete problem, and
thus far from being solved. For the time being, we must resort to the Multi-
Level Transfer method(lkehara et al.,1991,1996)where a text is analysed as
far as is judged necessary, and then transfered to the target language. The
transfer stage has a rule-based core with a transfer model to choose between

alternatives. Finally, the target language text is generated from the target lan-

guage semantic representation. In order to benefit from work in mono-lingual

parsing, generation and lexicons, it is desirable to keep the analysis and gen-

eration systems as modular as possible. The enhancement of this system by

the multi-pass model is shown in Figure 1. Although here I assume that the

translation is done sentence by sentence, following the current stateっf-the-art,

the architecture is equally applicable to a discourse-based system such as that

proposed by Marcu et al.(2000).

   The multi-pass method relies critically on two things. The first is having

enough processing power and training data to be able parse several times, and
retrain models on the fly. Such data and power is only just becoming available.
Exploiting itis part of the general trend to push more background work onto the

computer, so that humans can use their time more productively. The second
thing is an integrated mixture of rules and stochastic rankings, which I see
becoming more and more dominant in natural language processing in general.
In this sense l agree with Och&Ney(2001)who argue that"for future successful

MT systems statistical machine translation will be a much more important
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1.Identify the source text language(if unknown)

    ・ Check the language of each unit(sentence or paragraph)

2.Pre-parse the text

   (a)Extract named entities

      Put named entities into local dictionary

   (b)Run a morphological analyser to identify any unknown words

      Add unknown word candidates to local dictionary

   (c)Identify the genre and domains)

3.Find translations for the named entities and unknown words

  Enter them into local transfer and target dictionaries

4.Train the source and target language target models using text from similar

  genre and domains)

    ・If there are any existing translations, or translations from the same

      domain, train the transfer rules on them

5.Translate using the local dictionaries, appropriate domain dictionaries,

  and the domain-trained source, transfer and target models

6.Check the style of the resulting text using a target language checker

7.Restore any markup from the source text.

    ・ Possibly add explanatory notes or footnotes

Figure 1:Single Engine Multi-Pass Machine Translation
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approach than it is today". In my approach, however, I incorporate statistical
models into a rule-based system, rather than add linguistic knowledge to a
statistical model.

   Ihope that this architecture, and the advances in natural language process-
ing on which it is based, will help to bring machine translation ever closer to
the capabilities of human translators.

3.2Multi-Engine Multi-Pass Machine Translation System

At the current level of success of machine translation systems, a multi-engine
Multi-Pass Machine Translation system along the lines suggested by Callison-
Burch&Flournoy(2001)seems worth building. This system translates a text
with multiple translation systems, and then chooses the best output for each
sentence. The passes could in fact be carried out in parallel, even on different
machines. Callison-Burch&Flournoy(2001)used n-grams to select the best
result from several rule-based systems. This could be a problem if a statistical
system was included, as its results will always be smooth, thus an n-gram-based
ranking would be biased towards its results. To choose fairly, the ranking would
have to be based on fidelity as well as fluency.

   However, for really high quality translation(equalling the capabilities of
agood human translator), translating one sentence with one system and one
sentence with another is not a good strategy. A good text must be coherent,
written in the same register, with reference to entities depending on how they
have been referred to in the past. It is not possible to do this by combining
the output of multiple systems sentence by sentence. For the same reason,
translation memories can not be expected to provide the best translations of
complete texts, unless the whole text is in the memory. That is not to deny that
they are extremely useful now, due to the poor performance of current machine
translation systems.

   Therefore, rather than combining the results of multiple systems as de-
scribed above, in a perfect world a single-engine MPMT system would instead
combine all of the knowledge(rules and lexicons)used by the multiple systems.
This would be enhanced by any transfer rules and statistics it could Team from
existing translations, and the result used to produce a single coherent transla-
tion. This is the closest to Nida's,(1964)strategy. The main problems to doing
this are more social than technical. This is not to belittle the genuine technical

problems involved with combining multiple knowledge sources, but rather to
acknowledge that they are dwarfed by the legal problems of gaining access to
the raw linguistic resources used in multiple machine translation systems.

4 Conclusion

As processing power has increased it is becomingly more and more feasible to

process a text more than once when translating. This is how the best human
translators produce their translations, and doing so provides a way for ma-

chine translation systems to improve their quality. Therefore, I propose a new

approach to lead us on to the goal of fully automatic high-quality translation:

Multi-Pass Machine Translation.
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★  ★  ★  ★  ★  ★  ★
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鷺務漏総嚢・簸,

第12回通常総会開催のご案内

 アジア太平洋機械翻訳協会の第12回通常総会を下記のとお り開催いたしますので、ご多用中とは存 じます

が、是非ご出席 くださいますようお願い申 しあげます。

記

時

場

日

会

L

乞

3.議 題

2002年6月21日(金) 13:00～13:45

千代田区神田駿河台3-11 中央大学駿河台記念館6F670会 議室

(JR「御茶ノ水駅」徒歩3分 、地下鉄千代田線 「新御茶ノ水駅」徒歩3分)

第1号 議案 2001年 度事業報告(案)

第2号 議案 2001年 度決算報告(案)

第3号 議案 2002年 度事業計画(案)

第4号 議案 2002年 度予算(案)

第5号 議案 役員改選案

会員提案事項、その他

4 総会当日の全体プログラム

  6月21日 通常総会のあとに、会員の皆様との交流、懇親を目的として次のような行事を予定してお りま

す。ぜひ多数ご参加 くださいますようお待ち申しあげております。

行 事

総 会

活動報告会

講 演 会

懇 親 会

内 容

第12回 通常総会

(参加AAMT会 員のみ)

当協会各委員会からの活動報告

(参加費無料、どなたで も参加可)

① 「機械翻訳の社会的インパクト」

  一橋大学助教授 ジョナサ ン・ルイス 氏

② 「音声翻訳の展望と情報の獲得 ・利用」

  ㈱ソニーコンピュータサイエンス研究所 飯 田 仁 氏

(①②とも参加費無料、どなたで も参加可)

立食形式懇親パーティ

(参加費4千 円 どなたで も参加可、当日お支払い)

会場:中 大駿河台記念館1Fレ ス トラン"プ リオール"

時 間

13:30^-13:45

14:00^15:00

15:00^-17:00

17:20^-19:00

申込 方 法:E-mai1ま た は フ ァ クス で 、住 所 、氏 名 、 電 話 番 号 、勤 務 先 及 び懇 親 会参 加 の 有 無 をAAMT

    事 務 局 まで ご連 絡 くだ さい 。

    (会員 の 皆 様 には 追 って 資 料 及 び、 出 欠 回 答 の ハ ガキ を郵 送 い た します 。)

    E-Mail:aamt OOOI@infotokyo.ne.jp 又 は aamt OOO2@infotokyo.ne.jp

    Fax:  03-3518  472
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ポ ー タル サ イ ト 「gOO」 上 で 「多言 語 情 報 ア クセ ス技 術 」 を実験

一英語 ・韓国語 ・中国語のページを日本語で検索 ・表示

   さらに、日本語を英韓中へ翻訳する技術一

                         日本電信電話株式会社

              NTTサ イバーコミュニケーション総合研究所

1.は じめ に

 NTrサ イバ ー コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン総 合 研 究 所 で

は、 グ ロー バ ル な情 報 流 通 へ 向 け た研 究 開 発 を進 め

て きて い ます 。 そ の1つ に"「言 語 の 壁 」 を越 えた 情

報 ア クセ ス を支援 す る技 術"が あ ります 。 この技 術

に関 して 、 多 くの ユ ーザ が 利 用 す る実 サ ー ビス 環 境

下 で 技 術 検証 を行 うこ と とな りま した。 具 体 的 に は、

株 式 会 社NTr-xが サ ー ビス提 供 して い る ポ ー タル

サ イ トの 「goo」上 で 、 Nlrr-x社 の協 力 を得 て 翻 訳

実 験 を行 って い ます。 期 間 は、 平 成14年3月 か ら7

月31日 まで で す 。

2.実 験 サ ー ビ ス の概 要

 今 回 の 実 験 で は 、 「goo」(http:〃www.goo.ne.jp)

に ア クセ ス し、 [翻訳]を ク リッ クす れ ば 、 以 下 の

実 験 サ ー ビス を無 料 で利 用 で き ます 。 翻 訳 実 験 の ト

ッ プペ ー ジは 図1の よ う な構 成 に な って い ます 。

(3)テ キス ト翻訳実験サービス

 日本語文章(500文 字以内)を 入力 して、英語 ま

たは韓国語へ翻訳でき、逆に、英語文書、韓国語文

書 を入力して日本語に翻訳することができます。具

体的には、図1の テキス ト翻訳の項目にある 「文章

入力」に翻訳 ・たい文書を直接入力します・なお●

4月 中を目処に日中間のテキス ト翻訳実験サービス

も開始する予定です。

⑨ 罰丁響
Neb Translation Service
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(1)翻 訳検 索 実 験 サ ー ビ ス

 日本 語 ・英 語 ・韓 国 語 ・中国 語 で 書 か れ た ペ ー ジ

を、 日本語 で検 索 し、 日本 語 で 読 む こ とが で き ます 。

また 、 英語 ・日本 語 で 書 か れ た ペ ー ジ を、 英 語 で検

索 し、 英語 で読 む こ とが で き ます 。 具体 的 には 、 図

1の 翻訳 検 索 の項 目 にあ る 「キ ー ワー ド入 力」 の欄

に キ ー ワ ー ドを入 力 します 。

(2)Webペ ー ジ翻 訳 実 験 サ ー ビス

 閲 覧 したいWebペ ー ジ のURLを 入 力 し、 「英 語

→ 日本 語 」「日本 語 → 英 語」「韓 国 語→ 日本 語 」「日本 語

→ 韓 国語 」 の 翻 訳 パ ター ン を指 定 す る こ とで 、 ペ ー

ジ全 体 を翻 訳 す る こ とが で き ます 。 具体 的 に は 、 図

1のWebペ ー ジ翻 訳 の 項 目 に あ る 「URL入 力 」 に

翻 訳 したい ペ ー ジ を指 定 し ます 。 な お 、4月 中 を 目

処 に 「日本 語 → 中 国 語」「中 国 語 → 日本 語 」 のWeb

ペ ー ジ翻 訳 実 験 サ ー ビス も開始 す る予 定 です 。

                  亀  甘!
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     図1 翻訳実験 トップ画面

3.具 体的な技術項目

 今回の実験では、超高速インターネット・ロボッ

ト検索エンジン/検 索語句翻訳エンジン/タ イ トル

翻訳エ ンジン/Webペ ージ翻訳エ ンジン/テ キス

ト翻訳機能で構成 される 「多言語情報 アクセス技

術」の実環境における有効性 ・有用性の検証を行い
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ます 。 特 に、 以 下 の(1)(2)の 翻 訳 エ ンジ ンが 、

既 存 の 各 種翻 訳 サ ー ビス と異 な りそ れ ぞ れ の 翻訳 対

象 の 特徴 にあ わせ た処 理 を行 う こ とが 大 きな 特徴 で

す 。 ま た 、新 た に 「韓 国 語 で 書 か れ たWebペ ー ジ

の デ ー タベ ー ス 」 及 び 「中 国 語 で 書 か れ たWebペ

ー ジの デ ー タベ ー ス」 をつ くる 点 も特徴 で す 。

  (1)検 索語句翻訳エンジン

   ユーザの検索語句を適切 に翻訳 します。これまで

  の商用翻訳検索サービスでは、1つ の訳語で検索が

  なされていますが、NlrrとNTT-xで は 「どの訳語

  を検索に利用するか」が検索の精度及びユーザの満

●磐膝講 鴛笑鷲 藷磁 癌誰藷鰯禽
  ってお り、 しかも、その1つ1つ の単語にはそれぞ

  れ複数の訳語があ ります。そこで本エ ンジンでは、

  ユーザが入力 した検索語句を、まず複数の単語に分

  解 し、それぞれの単語に対 して複数の訳語の可能性

  を許 しながら、これらの訳語の組み合わせの中か ら

  統計的に適切な組合せを求め、他国語での検索要求

  式を生成 します。これは日本初の試みです。

  (2)タ イトル翻訳エ ンジン

   検索結果において表示 される各ページの 「タイ ト

  ル」 を翻訳するエ ンジンです。Webペ ージのタイ

  トルは独特の表現パターンを持っており、体言止の

  ような表現(名 詞句)と なっていることが多いなど、

  一般の文章とはスタイルが異なっています。このよ

  うな言語表現の翻訳を適切に行 うために、タイトル

● 原文の部分。。に、タイ,ル の訳言吾として適 ・た語

  句を複数当てはめ、更にこれらの組合せの中から統

  計的に最も適切な訳語を選ぶことによりタイトルを

  生成します。これも日本で初めての試みです。

り各 機 能 の有 効性 ・有 用 性 を評 価 します 。 「日英 翻

訳 」 で は 、Nlrrが 研 究 を行 って き た 「ALT-」1E」 と

呼 ぶ シ ス テ ム を利 用 して い ます 。 これ 以 外 の 言語 ペ

ア の 翻 訳 に つ い て は 、Amikai株 式 会 社 のASPサ ー

ビス を利 用 して い ま す 。

(4)テ キ ス ト翻 訳 機 能

 テ キ ス トを翻訳 す る機 能 で す 。実験 開始 当 初 は 「英

日翻 訳 」「日英 翻訳 」「韓 日翻 訳 」「日韓 翻 訳 」 の 各 機 能

を 、 ま た 、4月 中 を 目処 に 「中 日翻 訳 」「日 中翻 訳 」

機 能 の実 験 も開始 し、 ア ンケ ー ト調 査 等 に よ り各 機

能 の有 効 性 ・有 用 性 を評価 します 。 こ こで も、 「日

英 翻 訳 」 に はNTT研 究 所 の 「ALT-J/E」 を 利 用 し、

そ れ 以 外 の 言語 ペ ア の 翻 訳 に つ い て はAmikai株 式

会 社 のASPサ ー ビ ス を利 用 して い ます 。 例 え ば 、

「日英 翻訳 」 に 関 して は 、 図2に の よ う な結 果 とな

ります 。
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(3)Webペ ージ翻訳エンジン

 Webペ ージの本文を翻訳 します。実験開始当初

は 「英日翻訳」「日英翻訳」「韓日翻訳」「日韓翻訳」の

各機能を、また、4月 中を目処に 「中日翻訳」「日中

翻訳」機能の実験 も開始 し、アンケー ト調査等によ

栃靴 鮮穿重CWO$字窟杓痔一撒 r翻礁 甑Ψ。
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図2 テキス ト翻訳例(日 英翻訳)

4.今 後の予定

 実験期間終了後は、本実験で得 られたデータを基

に、ビジネス化に向けた検討を進め、本サービス開

始へと繋げる予定です。

翻 訳 実 験 ト ッ プ ペ ー ジ へ の ア ク セ ス 先

●http:ノ/jupiter.nttrd.com/
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機械翻訳関連Webニ ュース/マ ガジン リンク集

Webニ ュース/Webマ ガジンおよび機械翻訳関連のサイトを紹介します。本ページの内容は、AAMT

ホームページにも記載され、随時更新しております。なお、本ページに記載されているページへの

アクセスにより発生した被害をAAMTは 補償いたしません。(2002/4月 現在。順不同)

翻 訳 ソフ トの ペ ー ジ ーGreen and White

     http://homepage2.nifty.com/oto3/

     個 人 向 け翻 訳 ソフトの 総 合 サ イト。品 質 評 価 が 充 実

翻 訳 ソフ トの 学 力 試 験

     http://www.clio.nejp/～kuwa/honyaku.htm

     投 稿 ベ ー ス の 翻 訳 結 果 比 較/MTに 関 す るチ ャットル ー ム 開 設

Yahoo!ニ ュー ス ランキ ング

     http://news.yahoo.cojp/ranking/bcn/cpt/bizl_w.html

     翻 訳 ソフトの 販 売 シ ェア ラン キ ング(毎 週 更 新)

Sales Week 3200

     http://ma.nikkeibp.cojp/cgi-bin/sw32_mn.cgi

     翻 訳 ソフトの 販 売 シ ェア ラン キ ン グ(イ ン ター ネ ット/OAツ ー ル 区 分 毎 週 更 新)

IS:ZE PC相 談 室

     http://www.isize.com/pcsoudan/

     翻 訳 ソフトの クチコミ評 価

南 花 台 東 小 学 校

     http://www5a.biglobe.nejp/nankadai/

     学 校 教 育 へ の 翻 訳 ソフ ト導 入 例

CICC国 際 共 同 研 究 開 発

     http://www.cicc.orjp/Japanese/kyoudou/mt.html

     近 隣 諸 国 間 の 機 械 翻 訳 シ ステ ム に 関 す る研 究 協 力 報 告

中 央 大 斉 藤 ゼ ミ長 谷 川 氏HP

     http://chubun.lite.tamacc.chuo-u.acjp/saitolab/forum98/hasegawa_m/honyaku.html

     機 械 翻 訳 概 要

All Ab。ut Japan英 語 の 学 び 方 ・活 か し方

     http://allabout.cojp/education/english/closeup/CU20020412/index.htm

     ち ょっ とした 工 夫 で 翻 訳 ソ フ トは 使 い や す くな る!

Business Computer News

     http://www.computernews.com/

     翻 訳 ソ フ ト・OCRソ フ トの 販 売 傾 向

Yomiuri On‐Line Bit by Bit

     http://www.yomiuri.cojp/bitbybit/bbbO7/231901.htm

     日 米 間 の 小 学 生 ネ ット交 流 自 動 翻 訳 機 能 が 大 活 躍

Translation Journal(Vol.6, No.2)

     http://www.accurapid.com/journal/20mt.htm

     Useful Machine Translations of Japanese Patents Have Become a Reality

Nikkei BP Network

     http://smallbiz.nikkeibp.cojp/members/QA/20020121/100705/

     英 文 ホ ー ム ペ ー ジ を翻 訳 す るソフ トの 選 び 方 に つ い て 教 えて
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PCW ARENA

     http://arena.nikkeibp.cojp/rev/soft/gaz/soft_179/index.shtml

     1万 円 以 下 で 買 え る 翻 訳 ソ フ ト5製 品

未 来 生 活 研 究 所/大 河 原 家 家 族 会 議

     http://www.sankei.cojp/advertising/itnews-labo/kadenseikatu/33/01.html

     同 時 通 訳 マ シ ー ン は す ぐ そ こ!

BizTech Special

     http://premium.nikkeibp.cojp/english/frame2_3.html

     主 要 オ ン ラ イ ン 翻 訳 サ イ トを チ ェック!翻 訳 サ ー ビ ス は 本 当 に 使 え る の か?

Global Information,lncプ レス リリー ス(2001/08/30)

     http://www.gii.cojp/press/ab7638jp.shtml

     2006年 末 ま で に 世 界 の 機 械 翻 訳 市 場 は1億1,700万 ドル 規 模 に

日 経 コ ン ピ ュ ー タIT Pro=ユ ー ス(2001/06/12)

     http://itpro.nikkeibp.cojp/free/NC/NEWS/20010612/5/

     2007年 の パ ソ コ ン は 日 英 即 時 通 訳 が 可 能

All About Japan Close Up(2001/05/30)

     http://allabout.cojp/career/dictionary/closeup/CU20010530/index.htm

     メー ル だ っ て 大 丈 夫!オ ン ラ イ ン 翻 訳 サ イ トで 海 外 へ!

CNET Japan Sotware Review(2001/03/26)

     http://cnet.sphere.nejp/Justin/jp_soft/010326/

     特 集 翻 訳 ソフ トは 人 を 超 え る か!?

Jkapan.intemeしcomデ イ リー リサ ー チ(2001/03/19)

     http://japan.internet.com/research/20010319/1.htm1

     自 動 翻 訳 の 発 達 に 期 待83%

ASC[I DIGITAL BUYER(2001/01/12)

     http://db.ascii24.com/buyer/review/soft/translate/2001/01/12/621428-OOO.html

     徹 底 解 析 厳 選 定 番 英 日/日 英 翻 訳 ソ フ ト10本+α

INTERNET Watch(2000/10/30)

     hhttp://www.watch.impress.cojp/internet/www/article/2000/1030/trans.htm

     実 践 比 較!オ ン ラ イン 翻 訳 サ ー ビ ス

Mainichi INTERACTIVEカ ヴ ァ ー ス トー リー(2000/08/09)

     http://www.mainichi.cojp/digital/coverstory/archive/200008/09/1.html

     コ ン ピ ュ ー ター 翻 訳 は 人 に 代 わ れ る か

Biz[T:日 経BP:usニ ュ ー ス フ ラ ッシ ュ(2000/05/30)

     http://bizit2.nikkeibp.cojp/wcs/usn2/article/20000530/08.shtml

     世 界 の 翻 訳 市 場 予 測

HotWired Japan(1999/08/17)

     http://www.hotwired.cojp/bitliteracy/guest/990817/textonly.htm

     コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 拡 張 装 置 として の 機 械 翻 訳

ZDNet Japan(1999/07/16)

     http://www.zdnet.cojp/news/9907/16/chat.html

     ネ ッ トは 言 語 の 壁 も 乗 り越 え る か?

バ ベ ル オ ン ラ イ ン 講 座(1999/02/26)

     http://www.babel.cojp/mtsg/online/jta/

     翻 訳 の た め の 機 械 翻 訳 の 活 用 方 法

AAMTホ ー ム ペ ー ジ

     http://it;jeita.orjp/aamt/index.htm
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恐轍 叢繊糞

翻訳品質 ・支援機能をさらに強化 した英日/日 英翻訳 ソフ ト

「The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ルV7.0」

株式会社 東芝

1.は じめに

 東芝は、辞書語数の増強による翻訳品質向上と、

辞書登録のための用語抽出と品詞情報の自動判別に

よる辞書構築支援機能、および表示画面のマルチウ

ィンドウ化による翻訳支援機能を強化 した 「The翻

訳プロフェッショナルV7.0」 を2月8日 より発

売 しました。

 「The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ルV7.0」 は 、 本

格 的 な翻 訳 業 務 向 け ソ フ トと して 、原 文 ・訳 文 の 対

訳 文 の 登 録 に よ り、 類似 した文 を参 照 で き る翻 訳 メ

モ リ機 能 や 英 文 作 成 中 の単 語 補 完 等 を行 う英 論 文 作

成 支 援 機 能 、 複 数 の パ ソ コ ンに よ る翻 訳 作 業 を支 援

す る ため にサ ー バ 上 でユ ーザ 辞 書 を共 有 で き る機 能

等 を サ ポ ー ト して お り、Microsoft●Office XPを は

じめ とす る オ フ ィス 文書 か らホ ー ムペ ー ジ、 メー ル

あ るい は イ メー ジス キ ャナ入 力 した印 刷 物 まで の 多

様 な原 文 を翻 訳 で きる機 能 な ど も備 え てい ます 。

ま た、 同 日 に発 売 され た 「英 日/日 英 特 許 翻 訳 オ プ

シ ョンV2.0」 に よ り、特 許文 書 の 翻 訳 精 度 を さ ら

に向 上 させ る こ とが 可能 です 。

2.主 な機 能

(1)操 作 性 が 向上 した対 話 翻 訳

 The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル の メ イ ン機 能 で あ る

対 話 翻 訳 で は 、 同一 ウ ィ ン ドウ内 に関 連 情 報 の 表 示

エ リア を設 置 し、類 似 文 検 索 、 確 認 翻 訳 、 訳 語 選択 、

EPWING辞 書 検 索 が 行 え る よ う に な っ た 他 、 翻 訳

方 向 の切 り替 え も簡 単 に な りま した 。 また 、 別 々 の

原 文 ・訳 文 フ ァイ ル を文 の 対 応 付 け を しな が ら読 み

込 む文 ア ラ イ ナ ー機 能 を搭 載 、 翻 訳 メ モ リへ登 録 す

る デ ー タの 作 成 が 容 易 に行 え ます 。Word文 書 、Excel

シ ー ト、PowerPoint⑪ ス ラ イ ド、 PDFフ ァ イ ル か ら

テ キ ス ト部 分 を抽 出 して 読 み 込 め る の で 、原 文 デ ー

タ形 式 の選 択 の 幅 が 広 が りま した 。

(2)過 去の資産活用に有効な翻訳メモリ機能

 今までに蓄積 したノウハウを生かした翻訳 を実現

する、翻訳 メモリ機能を搭載しています。旧バージ

ョンの対訳データや、文アライナー機能によって原

文 ・訳文ファイルの文の対応付けをしながら読み込

んだデータ、さらにTRADOS⑭ 等の製品で採用 され

篇撒 蒲蕪謙 観簾 菓二●
訳文を翻訳結果として利用できます。

 また、文中の特定の単語のみが異なる場合は、穴

空き例文としてパターン辞書に登録することもでき

ます。
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図1 対話翻訳画面

J  ・

(3)ユ ーザ辞書作成を容易に行えるインテリジェン

  ト辞書登録機能

 辞書データを作成する際に手間がかかるのは、品

詞情報などの設定です。原文 を読み込み用語抽出を

行 うと、インテリジェント辞書登録画面に辞書への

登録を推奨する語 と推定訳や品詞等の情報がセット

されて出力 されます。ここで必要な修正を加え、す

ぐ辞書登録を行 うことが可能です。また、辞書登録

後は、ユーザ辞書一覧編集機能で見出し語や訳語の

編集 も自由に行えます。
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(4)希 望の解釈を選べる別解釈機能

 複数の解釈を持つ文を翻訳すると意図 した結果が

最優先されない場合があ ります。別解釈表示機能で

はそれぞれの解釈による翻訳結果を表示 し、その中

から適切 な解釈を選択 して訳文 に適用できます。

(7)メ ール翻訳

 海外 との取引に多く使われる電子メール。受け取

ったメールを保存せずに直接翻訳することが可能で

す。翻訳結果は原文と訳文が対訳表示され る対訳

ビューワに表示 され、再翻訳 も行えます。

  (5)オ フ ィス連 携 翻 訳

   翻 訳 対 象 とな る デ ー タが テ キ ス トフ ァイ ル で は な

  く、 かつ レイ ア ウ トを崩 さない 翻 訳 が 要 求 され る場

  合 も少 な くあ り ませ ん 。The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ

  ル で は社 内 文 書 な ど に多 く使 用 さ れ て い るWord、

  Excelを は じめ とす るMicrosoft●Officeの ツ ー ル に

  翻 訳 ボ タ ンを埋 め 込 ん で、 レイ ア ウ ト情 報 を残 した

●  まま翻訳で きます。また、Wordで の翻訳時には1

  文ずつ内容を確認 しながら翻訳するステ ップ翻訳機

  能 と、英 日/日 英特許翻訳オプションを組み込むこ

  とによって特許文書としての翻訳を行える機能を追

  加できるようになりました。

⑧ マルチラインクイック翻訳

 マウスでポイン トした部分を翻訳できます。複数

行にわたる文の先頭と最後を自動的に検出して1文

を翻訳できるようになりました。単語単位での翻訳

も、従来通 り行えます。

⑨ 翻訳結果を確 かめる確認翻訳

 日本語 を入力 して翻訳した結果が自分の意図 した

ものになっているかを、翻訳結果を再翻訳すること

で確かめることができます。入力してから実行する

対訳 ビューワと、1文 ずつ入力しながらの翻訳入力

で使用できます。

  (6)ブ ラ ウザ 翻 訳

   世 界 の 情 報 を入 手 す る た め に利 用 され る ホ ー ム

  ペ ー ジ。 翻 訳 した い ペ ー ジが 表 示 され た らInternet

  ExplorerやNetscape 6に 組 み 込 ま れ た 翻 訳 ボ タ ン を

  ク リ ックす る だけ で 翻 訳 結 果 が 得 られ ます 。 さ らに 、

  翻 訳 パ レ ッ トを起 動 を起 動 す る こ と に よ り、 翻 訳 ボ

  タ ン を ク リ ッ クす る こ とな く、 翻 訳 結 果 が 表 示 され

  る 自動 翻 訳 も行 え ます 。 ま た、(ntemet Explorerの

  画 面 で は 、 選 択 範 囲 の 翻 訳結 果 を対訳 表 示 した り、

  画 面 上 の 単 語 を辞 書 引 きす る 機 能 もあ り、欲 しい部

● 分だけを翻訳することができます.
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更に、私は  、これ7の 商oロに するメールに返筈を送るつもりです。

」

図3 翻訳入力画面

(io)PDFフ ァイ ル の レ イ ア ウ トを 保 持 し て 翻 訳 が

  可 能 なAdobe●Acrobat⑧ 連携 翻 訳

 PDFフ ァ イ ル の ま ま 翻 訳 す る こ と が で き、翻 訳

結 果 は元 の文 書 の レ イア ウ トに復 元 します 。 さら に、

PDFフ ァイ ル をRTFフ ァ イ ル に 変 換 す る 機 能 に よ

り、Wordな どのRTFフ ァ イ ル対 応 ソ フ トを使 っ て

訳 文 を 編 集 す る こ と が で き ま す 。 ま た、Adobe⑧

Acrobat● が な くて もAdob●Acrobat●ReaderTMで テ キ

ス ト部 分 を抽 出 し、翻 訳 を行 うこ とが 可 能 に な りま

した 。

図2:Internet Explorer画 面

(11)複 数の辞書をまとめるユーザ辞書マージ機能

 複数 に分散 して作 ったユーザ辞書や他の人から

貰った辞書を一つにまとめることができます。また、

ユーザ辞書をサーバ上に置いて共有することも可能

です。
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(12)語 彙 の 豊 富 な辞 書 を搭 載

 当 社 の 従 来 製 品 に比 べ 英 日26万 語 →27万 語 、 日英

25万 語 → 基 本 辞 書27万 語 に基 本 用 語 辞 書 を増 加 させ

る と と もに英 日は26万 語(ビ ジ ネ ス、 情 報 、 電 気 ・

電 子 、 機 械 、 化 学 、 医学 ・バ イ オ 、航 空 、 住 所 、 シ

ョ ッピ ング、 オー ク シ ョ ン、エ ン ター テ イ メ ン ト、

グ ル メ 、 スポ ー ツ、 トラベ ル 、 キ ャ ンパ ス ラ イ フ)、

日英 で は24万 語(ビ ジネ ス 、情 報 、電 気 ・電 子 、 機

械 、 化 学 、 医 学 ・バ イオ 、航 空、 住 所)の 分 野 辞 書

を搭 載 して 翻 訳 精 度 を高 め て い ます 。ま た、「Section

1」、 「第1章 」 とい った 数字 部 分 を可 変 に して 辞 書

登 録 した り、 日英 翻訳 で は 、 カ タカ ナ表 記 の 微 妙 な

違 い を認 識 す る こ と もで きます 。

(13)英 文入力に英論文作成支援機能

 既にある日本語を英語入力する際に、単語の先頭

数文字を入力すると元の日本語から単語を推測 して

候補をリス トします。また、和文の読みをローマ字

入力することで も候補となる単語が表示 されるので、

辞書を引 く手間を省けます。

(14)研 究社のリーダーズ英和辞典、新英和 ・和英中

  辞典でEPWING検 索

 翻訳家を始め広 く使われている上記辞典を電子辞

書 として搭載 しています。対話翻訳の画面や専用の

ツールで単語検索にご利用いただけます。

(15)高 機 能OCRソ フ トExpressReaderを 搭 載

 紙 の 文 書 を翻 訳 す る た め に 、OCRソ フ トExpress

Readerを 搭 載 しま した。 印 刷 文 書 を テ キ ス トに 変

換 す る作 業 の 軽 減 が は か れ ます 。

㈹ 英 日/日 英特許翻訳オプション

 本オプションを 「The翻訳プロフェッシ ョナルV

7.0」 に追加インス トールすると、従来の翻訳 ソフ

トでは対応が難 しい、独特の表現を持つ特許文書(明

細書など)を 、特許文書向けの設定で翻訳できるよ

うになります。特許独特の文を翻訳 しやすい単位に

分割 し、特許専用文法で解析 ・翻訳するため、特許

文書の翻訳品質を向上 させることがで きます。本オ

プションは、英 日101万語、日英102万 語の語彙を搭

載 した専門用語辞書 も装備 しています。

3.動 作 環 境(全 て 日本 語 版)

対 象 機 種:PC/AT互 換 機 、 PC98シ リ ー ズ

CPU:Pentium● 以 上 及 びCerelon② 以 上 を 推 奨

メ モ リ:40MB以 上(NT/2㎜ の 場 合 は48MB以 上)

デ ィ ス ク:最 小90MB～ フ ル イ ン ス トー ル460MB

os:

 Windows●98/98SE/Me,

 Windows N'i●Server/Workstation4.0(SP 6 a以 上),

 Windows●2000Server/Professional,

 Windows●XP Home Edition/Professional

対 象 ソ フ ト:

 Word, Excel, PowerPoint●, FrontPage●, Access,

InternetExpl°rer,°utl° °k°,°utl° °k°Express,

Netscape6, NetscapeNavigator,

 Netscape Collabra, Netscape Messenger,

 Becky!イ ン タ ー ネ ッ トメ ー ル*, EUDORA Pro*,

 Lo[us Notes, AOL Instant Messenger, ICQ,

 NetMeeting, LaLaVoice2001, ViaVoice,

 一 太 郎,Adobe Acrobat, Adobe Acrobat Reader,

  *自 動 受 信 メ ー ル 翻 訳 の み

  ※ 対 象 ソ フ トの 詳 し い バ ー ジ ョ ン に つ い て は 製

   品 情 報URLを ご 覧 くだ さ い 。

● 製 品 情 報URL

 http://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/

● カ タ ロ グ ご 請 求 先URL

 hops://cn.toshiba.co.jp/reg/honyaku/form.htm

●Microsoft、 Windows、 Outlook、 FrontPageお よ び

 PowerPointは 米 国Microsoft Corporationの 米 国 お

 よ び そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 で す 。

・N,c、capeは 米 国 ・,,、cap,C。mmun・ca・ ・。nC。rp。,a・・。。●

 の 米 国 お よ び その 他 の 国 に お け る登 録 商 標 で す 。

●Pentium、 Celeronはlntel Corporationの 米 国 お よ

 びそ の 他 の 国 にお け る登 録 商 標 ま た は商 標 で す 。

●Adobe、 Adobe Acrobatは 、 Adobe  Systems

 Incorporated(ア ドビ シ ス テ ム ズ 社)の 商 標 で す 。

●TRADOSは トラ ドス ・ジ ャ パ ン(株)、TRADOS

 Corporationの 商 標 で す 。

●The翻 訳 プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 、 The翻 訳 は 株 式 会

 社 東 芝 の 日本 にお け る商 標 です 。

●そ の 他 、 本 文 中の 商 品 名 称 はそ れぞ れ各 社 が 商 標

 と して使 用 してい る場 合 が あ ります 。
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・辮 製麟紹黛

英 日 ・日英翻訳 ソフ ト

ATLAS V 8

富士通株式会社

  1.は じめ に

   「ATLAS」 は 従 来 よ り企 業 、官 庁 、 学 校 関 連 の

  "実 務 翻訳"の 現 場 か ら圧倒 的 な ご指 示 を い た だ い

  て お りま す 。 今 回 、翻 訳 品 質 ・機 能 性 を ア ッ プ し

  「ATLAS V 8」 と して 登 場 で す 。 今 回 の バ ー ジ ョ

  ン ア ッ プ で は 新 た に、PDFフ ァ イル 翻 訳 、 メ ー ル

  翻 訳 等 の機 能 が加 わ り ま した 。

●
  業界最高水準の翻訳晶質

   「ATLAS V 8」 では、翻訳ソフトの要でもある

  翻訳品質をあげるため、 「基本辞書」と 「翻訳エン

  ジン」の両面で改善を図 りました。 「基本辞書」は、

  英日56万語、日英58万 語を収録。また、 「翻訳エン

  ジン」にも大幅な改良を加え、16%以 上の翻訳精度

  向上を実現いたしました。

  2.機 能

  対訳エディタ

   対訳エディタは、翻訳 したい原文と翻訳結果とな

  る訳文を左右に表示 し、編集作業を行いながら翻訳

  を行うための機能です。新規単語の登録や、ユーザ

  独自の翻訳例の登録などの多彩な機能で、効率のよ

  い翻訳作業を実現 します。

●   Microsoft Officeの フ ァ イル やPDFフ ァ イル も直

  接 読 み 込 む こ とが で き ます 。

  ・訳語 選択 と学 習機 能

    単 語 の 訳 を変 更 した い場 合 、 訳語 一 覧 の 中 か ら

フ,4島能,    G)    Φ   窟欄妙   脚●◎  オフ㌔ ンm  ヘル,思

穿羅 撚無 鷹 膿 露購 繹獅

別の訳語を選択することがで きます。ここで変更

を行った単語の訳は、次回以降の翻訳時に優先的

に訳語として出力 されるようになります。同様 に

訳例登録も行えます。

・確認翻訳

 ATLAS V 8で は新たに、 「確認翻訳機能」を

搭載しました。訳文上で右クリックをし、確認翻

訳 を選択す ることで、翻訳結果の有効性を検証す

ることができます。

ホ ー ムペ ー ジ 翻訳

 Internet explorerま た はNetscapeと 連 携 して、 日

本 語 の ホ ー ム ペ ー ジを 英語 に 、 英語 の ホ ー ムペ ー ジ

を 日本 語 に ク リ ッ クひ とつ で翻 訳 します 。 よ り簡 単

な操 作 方 法 と して 、Internet Explorer 5.01以 上 が パ

ソ コ ン に イ ン ス トー ル され て い る 場 合 、Internet

Explorerの ツ ー ル バ ー にATLASの 翻 訳 機 能 が ア ド

イ ン され る よ うに な り ま した。
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ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳

MS-Office/Acrobatと の 連 携

 ATLASは 実 務 で 頻 繁 に 使 わ れ る ア プ リ ケ ー シ ョ

ン と の 連 携 機 能 を 搭 載 して い ま す 。Microsoft Office

(Word、 Excel、 PowerPoint)やOASYS、 一 太 郎 な
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どの ワ ー プ ロ ソ フ トとの 連 携 機 能 に 加 え 、今 回新 た

に 、Adobe社 のAcrobatと も連 携 し、 PDFフ ァ イ ル

も翻訳 で きる よ うに な りま した 。原 文 フ ァイ ルの レ

イア ウ トを 変 え る こ とな く、 また 、 テ キ ス トボ ック

ス な どの オ ブ ジ ェ ク トや 表 の 内 容 もそ の ま ま翻 訳 さ

れ るの で 、効 率 的 に訳 文 フ ァイル を作 成 で き ます 。
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マウス翻訳

キ㍊ 灘

を即座に翻訳、、テキストエデ,タ●

や 電子 メー ル な どに訳 文 を挿 入 で きる 機 能 が 加 わ り

ま した 。 入 力 と同 時 に翻 訳 が 実 行 され る の で 、Eメ

ー ル や チ ャ ッ トの と き も大 変 便利 で す 。

Acrobat連 携 翻 訳

メ ー ル翻 訳

 受 信 した メ ー ルや 作 成 中 の メー ル を手 軽 に翻 訳 で

き る よ うに な り ま した 。 お 使 い の メ ー ル ソ フ トが

Outlook Expressま た はLotus Notes Mailの 場 合 、

ATLASイ ン ス トー ル後 、 メ ー ル 翻 訳 の ツ ー ル バ ー

が 追加 され ます 。

フ ァ イ ル翻 訳

 複 数 の フ ァ イ ル を指 定 し、 自動 的 に連 続 翻 訳 す る

こ とが で き ます 。テ キ ス ト、Microsoft Office、 OASYS、

一 太 郎
、HTMLフ ァイ ル な ど 従 来 の フ ァ イル 形 式

に加 え 、PDF形 式 の フ ァ イ ル に も対 応 し ま し た。

パ ソ コ ンの 空 き時 間 を利 用 す れば 、大 量 の 文 書 で も

効 率 よ く翻 訳 で き ます 。

a
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単位換算機能

通 貨 、長 さ、 面 積 、 体 積 、温 度 、速 度 な どの 単 位

を、各国の単位へ と換算 して表示 します。
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の斬しいハシキンウンステムに関してさらに知るのに非常に閃心がある
あなたがノステムに関して得っていう何か惰縄を我りに送ってくれま
すか0
我 は々特に技術仕様書に興味を持っている
注意をありがとうごさいますそしてn は すぐあなたから連格を
もらうのを楽しみにしている

              ▼

フォントサイズ面團i三]                 臨 る

専門用語辞書

 専 門 分 野 向 け に25分 野 、英 日211万 語 ・日英215万

語 の 専 門用 語 辞 書 を オ プ シ ョ ンで用 意 して お ります 。

 ま た 、ATLAS V 8本 体 の 「電 子 辞 書 」 用 の 専 門

用 語 辞 書 デ ー タ も5分 野227万 語 を収 録 して い ます 。

メー ル翻 訳

マ ウス翻 訳

 読 み た い とこ ろ にマ ウ スポ イ ン タを合 わせ 、 ク リ

ッ クー 回 で即 座 に翻 訳 で き る よ うに な りま した。 ほ

とん どの ア プ リケ ー シ ョ ン上 で お使 い い た だ け ます 。
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専門用語辞書一覧

分野

1.情 報 処 理

2.電 気 ・電 子

3.物 理 ・原 子 力

4.機 械

5,工 業 化学

6.プ ラ ン ト

7.土 木 ・建 築

8.金 属

9.地 学 ・天 文

10.輸 送

11.自 動 車

12.軍 事

13.農 林 水 産

14.生 物

15.[医 学]生 化 学

16.[医 学]薬 学

17.[医 学]解 剖 学

18.[医 学]疾 患 ・症 状

19.[医 学]精 神 医 学

20.[医 学]医 療 機 器

21.金 融 ・経 済

22.法 律

23.ビ ジ ネ ス

24.人 名 ・地 名

25.環 境

英日

   吾135,000

   吾' 111

   吾165,000

   吾76,㎜

   吾  111

   吾・ !1!

   吾 111

   吾43,000

   吾.'111

   吾'111

   吾 111

   吾 111

   吾 111

   吾  111

   吾  11!

   吾・ !11

   吾54,000

   吾179,000

   吾'111

51,㎜ 語

   吾52,000

  吾 111

   吾 1111

   吾204,㎜

   吾 111

日英

   吾137,000

   吾' 111

   吾・ 111

   吾 111

130,000語

   吾・ 111

   吾53,000

   吾 111

   吾71,000

   吾60,000

   吾 111

   吾・111

   吾.・!11

   吾・111!

   吾  11!

   吾・ 111

   吾 111

   吾:1111

   吾1 11

   吾53,000

   吾54,㎜

  吾・111

   吾132,000

   吾1 111

   吾 !11

3.動 作 環 境

動作OS :日 本 語Windows XP/Me/98/95/2㎜/

      NT4.0

必 要 メモ リ:32MB以 上(64MB以 上 推 奨 、 OS含 む)

必要ディスク容量:

4.価 格(税 別)

ATLAS EJ V 8

ATLAS JE V 8

翻 訳 ダブ ル パ ック 187MB

EJ/JE        182MB

ATLAS翻 訳 ダブ ル パ ッ クV8

ATLAS専 門用 語 辞 書 フ リー パ ッ クV8

ATLAS翻 訳 ス ー パ ー パ ッ クV8

58,000円

58,000円

88,㎜ 円

 '11円

128,㎜ 円

 既 に 「ATLAS」 の 旧 版 を お 持 ち の お 客 様 に は 、

バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 製 品 を販 売 い た し ま す 。 詳 し くは

下 記 のURLを ご 参 照 く だ さ い 。

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/versionup.html

■ お 問 い 合 わ せ 先

富 士 通 株 式 会 社

ソ フ ト ウ ェ ア 事 業 本 部 ビ ジ ネ ス 統 括 部 マ ー ケ テ ィ

ン グ 部

〒104-8143東 京 都T・ 代 田 区 大 手 町2-6-2

TEL:03-3548-3795

受 付 時 間:9:00-12:00/13:00～17:00

     (土 日祝 日 除 く)

URL:http://software.fujitsu.com/jp/atlas/

AAMT会 員によ る著書 のご紹介

● 「ブロー ドバ ン ドで学ぶ英語」 光 文社新 書

   著者: ジ ョナサ ン ・ル イス(一 橋大 学助教授)

 ホ ー ム ペ ー ジで 聴 い て 、学 ぶ  ブ ロ ー ドバ ン ド時 代 、 英 語 を学 ぶ に は 最 適 の 環 境 が 整 っ た 。 イ ン タ

ー ネ ッ ト ・ラ ジ オ局 の ホ ー ム ペ ー ジ を 開 き、 ボ タ ン を ク リ ッ クす る だ け で 、 世 界 中 の放 送 が 聴 け る。 初 級

か ら上 級 まで 、 語 学 学 習 の ポ イ ン トと、 自分 に 合 っ た イ ン ター ネ ッ ト ・ラ ジ オ局 の 選 び 方 を具 体 的 に紹 介

す る。 「イ ン ター ネ ッ ト ・ラ ジ オ で 人 生 が 変 わ っ た1」 著 者 が 聴 き ま くっ た 末 の 徹 底 ガ イ ドで 、 自 分 に 合

った イ ンタ ー ネ ッ ト ・ラ ジ オ局 を探 そ う。               定 価(本 体700円+税)
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選懸製鑛欝黛

英 日 ・日英翻訳 ソフ ト

ATLAS翻 訳 パ ー ソナル2002

富士通株式会社

1.は じめ に

 本 格 的 ビ ジ ネ ス 翻 訳 ソ フ トATLASV 8と 同 じ翻

訳 エ ン ジ ン を継 承 し、個 人 ユ ー ザ を対 象 に し た

「ATLAS翻 訳 パ ー ソ ナ ル 」 が バ ー ジ ョ ンア ッ プ い

た し ま した 。

 新製品の 「ATLAS翻 訳パーソナル2002」 は、最

新の時事用語、固有名詞など約30万 語増の英日56万

語、日英58万語を収録 し、業界最大語数の基本辞書

と業界最高水準の翻訳品質をご提供 します。グロー

バルビジネスの現場で、もはや必須となる 「海外の

ホームページ」や、 「英文メール」の翻訳など、ス

ピード重視の翻訳作業に威力を発揮 します。

2.機 能

シ ン プル&ス ピー デ ィな操 作

 「ATLAS翻 訳 パ ー ソナ ル2002」 は 、 ATLAS V 8

の 翻 訳 エ ン ジ ン を継 承 し、 シ ンプ ル&ス ピー デ ィー

な操作 が コ ンセ プ トです 。 ご家 庭 や 職 場 で も簡 単 に

使 える 翻訳 ソ フ トで す。

イ ン タ ー ネ ッ トア ップ デ ー ト

 ATLAS翻 訳 パ ー ソナ ル2002を ご利 用 の お 客 様 は

最 新 の 時 事 用 語 が 入 っ た辞 書 や便 利 な ツ ー ル を ホ ー

ムペ ー ジ上 か ら無 料 で ダ ウ ンロ ー ドで き る よ うに な

りま した 。 名 前 とE-mailア ドレス を登 録 す る だ け

で 翻 訳 辞 書 の 自動 更 新 が で き、最 新 の用 語 を用 い た

翻 訳 を実 現 します 。

                      ・
ホ ー ムペ ー ジ翻 訳(IE連 携)

 日英 ・英 日の ホ ー ムペ ー ジ翻 訳 が 一層 便 利 に な り

ま した。Internet Explorerの ツー ルバ ー にATLASの

翻 訳 機 能 をア ドイ ン。Internet Explorer 5.01以 上 が

パ ソ コ ンに イ ンス トー ル され て い る場 合 は 、 ブ ラ ウ

ザ を起 動 す る だ け で 、翻 訳 ソフ トを 意識 せ ず に翻 訳

が行 え る よう に な りま した。
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ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳(英 日翻 訳 の 例)

韓 日 ホ ー ムペ ー ジ翻 訳

 Internet Explorer上 で 、 韓 国 語 ホ ー ム ペ ー ジ を 日

本 語 に翻 訳 で き る よ う に な りま した。 イ ン ター ネ ッ

ト上 のWebペ ー ジ は レ イ ア ウ トをそ の ま ま保 存 し

て翻 訳 します 。 サ ッカ ー辞 書 もつ い て い ま す の で、

今 話 題 の 海 外 の サ ッカ ー選 手 の名 前 も正 し く訳 せ ま

す 。

イ ン ター ネ ッ トア ップデ ー ト
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で翻 訳 」 を追 加 し ます 。選 択 した フ ァイ ル を開 くこ

と な く即 座 に翻 訳 で きます 。
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ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳(韓 日翻 訳 の 例)

◇ ク イ ッ クATLAS◇

 ATLASに は タス クバ ー に 常 駐 し、 簡 単 な 操 作 で

す ば や くATLASの 翻 訳 を ご利 用 い た だ け る 「ク イ

ッ クATLAS」 機 能 が あ り ます 。 以 下 にそ の 機 能 の

い くつ か を ご紹 介 し ます 。

■ メ ー ル翻 訳

 Outlook Expressま た はLotus Notes Mailの 場 合 、

翻 訳 ツー ル バ ー が 自動 起 動 し、 メー ル をす ば や く翻

訳 し ます。 作 成 中 の メ ー ル は 、本 文 中 に 入 力 した文

章 を 翻訳 結 果 と置 き換 え ます 。 受 信 した メ ー ルの 翻

訳 結 果 は 、 別 ウ ィ ン ドウで表 示 します 。

キータイプ翻訳の例

  ■キータイプ翻訳

● 「入力した文字列を即座に翻訳 した・・」という時

  に、文字入力 と同時にリアルタイムに翻訳を実行 し、

  その結果を入力中のウィン ドウに貼 り付けます。英

  文のメールを書 くときなど大変便利です。

■ マ ウ ス翻 訳 ・マ ウ ス辞 書

 「この 部 分 を翻 訳 して み た い 」 とい う時 に、 マ ウ

ス ク リッ クの み で す ば や く翻 訳 結 果 や 辞 書 引 きの結

果 を表 示 します 。 メー ル 、 ホ ー ム ペ ー ジ、 ワー プロ

な どあ らゆ る ア プ リ ケー シ ョンで ご利 用 い た だ け ま

す 。

ATLAS翻 訳 パ ー ソナル+ビ ジ ネス用 辞 書 パ ック2002

 ATLAS専 門 用 語 辞 書 フ リー パ ッ ク V 8の 中 か

ら、 特 に人 気 の 高 い ビジ ネ ス向 けの 辞 書 をセ レ ク ト

しま した 。

ATLAS翻 訳 パ ーソナル+ビ ジネス用 辞 書 パ ック2002

分 野

1T分 野

人 名 ・地 名

学術分野

情報処理

電 気 ・電 子

ビ ジ ネ ス

人 名 ・地 名

環境

生物

農林水産

地 学 ・天 文

珂又霊泉単 言吾 (言吾)

英日

135,000

92,000

130,000

204,000

 111

  11!

 111

.・111

日英

137,0㏄1

93,000

132,000

205,000

33,000

iso,000

69,00()

71,000

■ ク イ ッ ク フ ァ イル翻 訳

 エ クス プ ロー ラの 右 ク リ ッ クメ ニ ュ ー に 「ATLAS

3.動 作 環 境

動 作OS  :Windows XP/Me/98/95/2000/NT4.0

必 要 メ モ リ:32MB以 上(WindowsXPで は64MB以 上)

デ ィスク容量:187MB以 上(本 体 の み)
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4.価 格(税 別)

ATLAS翻 訳 パ ー ソ ナ ル2002      8,800円

ATLAS翻 訳 パ ーソナル+ビ ジネス用 辞 書 パ ック2002

                  ・:11円

 下 記 対 象製 品 を お持 ちの お 客 様 に は、 下 記 の とお

り、 バ ー ジ ョ ンア ップ キ ッ トを ご提 供 い た します 。

ATLAS翻 訳 パ ーソナ ルグレードアップキ ット2002

                  4,800円

*対 象 製 品:

・ATLAS翻 訳 パ ー ソナ ルV1 .0

・翻 訳 サ ー フ ィンV1 .0～V6.0

0ASYS2002に 添 付 され て い る

・ATLAS翻 訳 パ ー ソナ ルV1(体 験 版)

以 下 の 他 社 ソ フ ト

・AIソ フ ト/訳 せ ゴ マ シ リーズ

・ロ ゴ ヴ ィス タ/… 発 翻 訳 シ リー ズ

・ソー ス ネ ク ス ト/本 格 翻訳 シ リー ズ

・シ ャー プ/翻 訳 これ 一 本 シ リー ズ

・東芝/The翻 訳 イ ン ター ネ ッ トお まかせ 翻訳

・IBM/イ ン ター ネ ッ ト翻 訳 の 王 様 シ リー ズ

・ア スキ ー/翻 訳 ピ カ イチ シ リー ズ

ATLAS翻 訳 パ ー ソ ナ ル+ビ ジ ネ ス 用 辞 書 パ ッ ク グ

レー ドア ップキ ッ ト2002        21,000円

*対 象 製 品:上 記 対 象 製 品 に加 え て以 下 の 製 品

・ATLAS翻 訳 パ ー ソ ナ ル+ビ ジ ネ ス用 辞 書 パ ック

 vi.o

・ATLAS翻 訳 パ ー ソナ ル2002

■お問い合わせ先

富士通株式会社

ソフトウェア事業本部 ビジネス統括部 マーケティ

・グ部        ●
〒100-8143東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-6-2

TEL:03-3548-3795

受 付 時 間:9:00～12:00/13:00～17:00

     (土 日 祝 日 除 く)

URL  http://www.software.fujitsu.com/jp/atlas/

蘇務局幾鐵 嚇

AAMT入 会 の ご 案 内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的 として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった組織

です。委員会による定期的な調査研究をは じめ、機関誌の発行、セミナーや講習会の開催など幅広 く活動

を行っています。

鰍 翻訳にご関心のあ・すべての方にご入会をお勧め・ます。        ●

*** AAMT会 員の特典 ***

1.AAMTジ ャ ー ナ ル とMT News Intemational(MTNI)が 購 読 で き ま す 。

 会 員 に は 、 機 関 誌 で あ るAAMTジ ャ ー ナ ル(年2回 発 行)と 、 上 位 機 関 で あ るIAMT(lnternationa且

Association for Machine Trans且anon)の 発 行 す るMT News International(年3回 発 行)が 送 付 さ れ ます 。 購

読 料 は 年 会 費 に 含 ま れ て い ま す 。

2.機 械翻訳関連の最新情報がメールで送付 されます。

 会員向けのメーリングリス トで、最新の機械翻訳関連の情報が送付 されます。

 MT新 製品の紹介、国際会議やフォーラムのお知 らせ、新聞 ・雑誌のMT関 連記事の紹介 など盛 りだ く

 さんです。
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3.機 械翻訳に関する講演会、講習会を開催しています。

  この講習会、講演会に無料、あるいは、割引 した参加料で参加できます。

4.AAMTが 組織する委員会や調査活動に参加 し、機械翻訳や翻訳に関心のある方 との交流を深め、知見

を広めることができます。

 特に、法人会員は、機械翻訳に関する言語資料の標準化活動、機械翻訳市場の動向調査などに参加 した

 り、AAMTの 定期刊行物、ウェッブサイ トを使った製品の紹介を行うことができます。

  5.関 連 機 関 の 主催 す る 国際 会 罐 の参 加 費 に 割引 が適 用 さ れ ます 。

   IAMTの 主 催 で 隔 年 に 開 催 され るMT Summitを は じめ 、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主 催 す る 会議 や

  ワー ク シ ョ ップ に会 員割 引価 格 で参 加 で き ます 。

   AMTAは ア メ リカ、 EAMTは ヨー ロ ッパ の 姉妹 機 関 です 。

    AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

    EAMT**:EuropeanAssociationforMachineTranslation

6.AAMTお よび関連機関の出版物が会員価格で購入できます。

【最近 の 出版 物 】

・ 「一機 械 翻 訳 一 21世 紀 の ビジ ョ ン」

     (会員2,500円 、 非 会 員3,500円 / A4版340ペ ー ジ 日本 語)

・Compendium of Translation Software(by Prof . John Hutchins)

  (会員 無 料 、 非 会 員2,000円 / 85ペ ー ジ 英 文)

ロア 年 会 費 は以 下 の 通 りです
。

  法 人 会 員:入 会 金1口 10,000円 、 年 会 費1口 50,000円

  個 人 会 員:入 会 金1口 1,000円 、 年 会 費1口 5,㎜ 円

匹ア ご関心のある方は、事務局までお問い合わせください。

  入会申込書をお送りいたします。

ア ジ ア太 平洋 機械 翻訳 協 会(AAMT)

〒101--0062東 京 都 千 代 田 区神 田駿 河 台3-11

       三井 住 友 海 上 別 館 ビ ル3階

(社)電 子 情 報 技 術 産 業協 会(JEITA)内

TEL:03-3518-6418 FAX:03-3518-6472

E‐mail:aamt OOO2@infotokyo.ne.jp
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AAMT invites you to join

The Asia‐Pacific Association for Machine Translation, AAMT, is an association committed

to supporting the advancement of machine translation, and is composed of researchers,

developers, manufacturers, and users in the field. Membership is open to anyone who is

interested in machine translation.

*** AAMT Membership Benefits ***

1.AAMT Journal and MT News International(MTNI)

   Members receive the AAMT Journal(published semi-annually by AAMT)and MT

   News International(published three times a year by AAMT's parent organization,

   IAMT=The International Association for Machine Translation). Subscriptions are

   included in the membership fee.

2.Latest news and information by a-mail

   The latest news related to machine translation is sent to members via a-mail. It covers

   awide range of topics including the latest products, announcements for related

   conferences, and MT-related articles from newspapers and magazines.

3. Discounts on lectures and courses

   Members can attend lectures and courses held by AAMT at no charge or with reduced

   fees.

4.Networking with professionals who share your interest

   Members can participate in regular committee meetings to exchange views and share

   ideas. Corporate members can participate in broader activities such as MT market

   surveys and standardization projects of language data. Corporate members also have

   opportunities to introduce their products in AAMT's publications and on its official

   website.

5.Reduced fees for conferences held by related organizations

   Members can participate in conferences and workshops organized by AAMT, IAMT,

   AMTA*and EAMT**with reduced fees. The MT Summit is organized by IAMT every

   two years. AMTA*is our sister association in the Americas and EAMT**is our sister

   association in Europe.
     AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

     EAMT**:European Association for Machine Translation
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6。Special member price8 fbr publications of AAMT and it8 related as80ciation8

   [Recent Publications]

    ・Machine Translation-Vision for the 21 st Century-(340 pages in Japanese)

     (Member price:2,500 yen, Non-member price:3,500 yen)

    ・Compendium of Translation Software by John Hutchins, president of EAMT

     (Member price:Free, Non-member price:2,000 yen/86 pages)

直  Membership Fees

    Corporate Membership-Entrance Fee:10,000 yen, Annual Fee:50,000 yen

    Individual Membership-Entrance Fee:1,000 yen, Annual Fee:5,000 yen

口 Ifyou are interested and would like to have more information, please send a-mail to

aamt OOO2@infotokyo.ne.jpor contact

Asia‐Pacific Association for Machine Translation(AAMT)

c10 JEITA Mitsui Sumitomo Kaijo Bldg.,Annex,3F

3-11,Kanda-Surugadai, Chiyoda-ku, Tokyo

101-0062,Japan

Phone

Fax

+81-3-3518-6418

+81-3-3518-6472

:::・繍 業 萎 鷺 蔑;撰叢1

                                                  編集委員会委員長 井佐原 均

●
   今 回 の 「AAMTジ ャー ナ ル」 は い か が で した で し ょ うか? これ ま で のAAMTジ ャー ナ ル とは 少 し誌 面

  を変 え て み ま した 。

   本号 で は 機 械 翻 訳 に関 わ る最 新技 術 や 動 向 を十 分 な誌 面 を使 って 、深 く解 説 す る記 事 を'載せ る こ とに しま

  した 。 また 、外 国 で の 機械 翻 訳 の 現 状 を紹 介 す る記 事 も掲 載 して い ます 。 機 械 翻 訳 技 術 の 現 状 を詳 し く知 り

  た い とい うニ ー ズ に少 しで もお 答 え で きれ ば と思 って お ります 。

    こ れ ま で の 「AAMTジ ャ ー ナ ル 」 は 日本 語 に よ る記 事 が ほ と ん どで したが 、 ア ジア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会

   (AAMT)は 、 そ の 名 前 が 示 す よ う に 日本 の み で は な く、 広 くア ジ ア太 平 洋 諸 国 も含 め た組 織 です 。 日本 語

  に よる情 報 が減 らな い よ う に心 が け つ つ 、 これ か らは 英 語 に よ る記 事 も増 や す こ と を考 え て い ます 。

   今 回 は そ の 第一 歩 と して 、英 文 の論 文2件 を取 り入 れ ま した 。

    (①"MT at Leeds Univ., UK"(P 8～P11)②"Toward a Science of MT"(P12～P120))

    こ れか ら も、誌 面 を新 し くす る試 み を続 け て い こ う と思 い ます 。"Machine Translation News Intcmational

   (MTNI)"と 相 補 的 に 進 め て い くこ と も考 え るべ きか も しれ ませ ん 。

   皆 様 か らの ご意 見 や ご提 案 を お待 ち して お ります 。
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